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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセ
スの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを促
進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護お
よび維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Oracle Fusion Cloud EPMの投資を最大限に活用する
ことを支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られます。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エク
セレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセレ
ンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリッ
トおよび価値提案の確認。
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2
ようこそ

次も参照:

• Planningモジュールについて
• 統合について
• さらに学ぶ

Planningモジュールについて
Planningは、財務、要員、資本、プロジェクトおよび戦略モデリング用に、完全にそろったプ
ランニングおよび予算作成ソリューションを提供します。これには、フォーム、計算、ダッシ
ュボード、ドライバ、キー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)などの組込みのベスト・プラ
クティスの事前定義されたコンテンツが含まれます。フォームは、データ、プランおよび予測
を動的に反映するダッシュボードおよびレポートと統合されるように設計されています。
• 財務 - 損益計算書、貸借対照表およびキャッシュ・フローに対する統合されたドライバ・
ベースのプランニング。KPI、ドライバ、勘定科目などの即時利用可能ツールを使用する
と、レポートの準備にかかる時間を短縮できます。また、財務を使用して費用および収益
のプランニングを実行することもできます。
表 2-1 ビデオ

目的 視聴するビデオ
財務について学習します。  概要: 財務プランニングへようこそ。

• 要員—財務プランと要員プランを結び付ける人数および報酬のプランニング。将来の人数
と関連する人事費用(給与、福利厚生、税金など)の予算を作成します。
表 2-2 ビデオ

目的 視聴するビデオ
要員について学習します。  概要: 要員へようこそ.

• プロジェクト - プロジェクト・プランニング・システムと財務プランニング・プロセスを
結び付けます。組織的なプロジェクトやイニシアチブが企業のリソース全体に及ぼす影響
を調査して、短期的および長期的な財務目標と一致することを確認します。
表 2-3 ビデオ

目的 視聴するビデオ
プロジェクトについて学習します。  概要: プロジェクトへようこそ。
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https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:13284
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:13336
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• 資本 - 財務プランに対する資本資産の長期的影響に関するプラン。資本費用の管理、優先
付けおよびプランを行います。
表 2-4 ビデオ

目的 視聴するビデオ
資本について学習します。  概要: Oracle Enterprise Planning Cloud

の資本.

• 戦略モデリング— 長期的な戦略プランニングのために、豊富な財務予測およびモデリング
機能と、ビルトインされたオンザフライのシナリオ分析およびモデリング機能を組み合せ
たソリューションです。戦略モデリングの詳細は、Planningの管理および Planningの操作
を参照してください。
表 2-5 ビデオ

目的 視聴するビデオ
戦略モデリングについて学習します。  概要: Planningの戦略モデリングおよび

長期予測
管理者が有効にした機能によっては、このガイドで説明するすべての機能が表示されないこと
があります。管理者は一部の機能を付加的に有効化でき、これにより追加のフォーム、ダッシ
ュボード、KPI、ルールなどが追加されます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
Planningについて学習します。

 概要: EPM Standard Cloudの Planningの
ツアー.

統合について
管理者は、アプリケーションの設定方法に応じて次の統合シナリオを設定できます。
• 財務で、要員の従業員詳細のロールアップを参照し、要員の費用(給与や福利厚生など)を財
務のレポートに統合します。

• 財務で、プロジェクトの詳細のロールアップを参照し、プロジェクトの費用と収益を財務
のレポートに統合します。

• 財務で、資本の資産詳細のロールアップを参照し、資本資産減価償却を財務のレポートに
統合します。

• 要員で、プロジェクト全体または各プロジェクトの従業員稼働率を参照します。
• プロジェクトで、プロジェクト資産を資本資産クラスに割り当てて、資産を計上します。
資産がプロジェクトから資本に移動されます。

• プロジェクトで、要員からのジョブ・レートを使用します。
• プロジェクトで、資本からの設備レートを使用します。
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https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:13449
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たとえば、要員で新規採用を追加する場合や、資本で新規資産を計画する場合など、必要なと
ころで必要なステップが示されます。
統合されたデータを参照する準備ができたら、必要なルールを実行とデータのプッシュを管理
者に依頼してください。統合されたデータは、次のダッシュボードで確認できます:

• 財務にロールアップされたデータの概要を確認するには、要員、プロジェクトおよび資本
からのデータの確認を参照してください。

• プロジェクト全体における従業員稼働率を確認するには、プロジェクト稼働率の分析を参
照してください。

• 「プロジェクトからの新規資産」ダッシュボードおよび「資本的支出仮勘定」ダッシュボー
ドで、プロジェクトからプッシュされた資産計上資産を確認するには、ダッシュボードを
使用した資本財務の分析を参照してください。また、ダッシュボードで「プロジェクト別
資産の使用状況」を参照することもできます。資本資産財務の分析を参照してください。

さらに学ぶ
詳細情報やヘルプを入手するには:

• ホームページの「アカデミ」 をクリックして、ベスト・プラクティスを確認
し、次のビデオにアクセスします。

• ヘルプを表示するには、画面右上隅のユーザー・アイコンの横の矢印をクリックし、「ヘル
プ」をクリックします。

• ヘルプ・センター にある次の関連ガイドを参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloudユーザー・スタート・ガイド
• Planningの操作
• Smart Viewの操作
• Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)の使用
• Smart Viewでの予測プランニングの操作
• Oracle Enterprise Performance Management Cloud Financial Reportingの操作
• Oracle Enterprise Performance Management Cloudレポートの操作
• アクセシビリティ・ガイド
ビデオ

目的 視聴するビデオ
財務について学習します。

 概要: 財務プランニングへようこそ
要員について学習します。

 概要: プロジェクトへようこそ
要員について学習します。

 概要: 要員へようこそ
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目的 視聴するビデオ
資本について学習します。

 概要: Oracle Enterprise Planning Cloudの
資本

Planningについて学習します。
 概要: EPM Standard Cloudの Planningの

ツアー.

財務でのデータ入力について学習します。
 Oracle Enterprise Planning Cloudの財務で

のプランニング・データの入力
プロジェクトでのデータ入力について学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudのプロジ
ェクトでのプランニング・データの入力

要員でのデータ入力について学習します。
 Oracle Enterprise Planning Cloudの要員で

のプランニング・データの入力
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3
基本的なヒント

次も参照:

• ナビゲート
• ドライバ・ベースのプランニング、トレンド・ベースのプランニング、および直接入力に
ついて

• 13期間カレンダの操作
アプリケーションのプランニング・カレンダは、13期間カレンダ(12か月カレンダではな
く)に基づくことができます。13期間カレンダの操作について学習します。

ナビゲート
有用なナビゲーション・ヒント:

• ホームページ以外にナビゲートした後でホームページに戻るには、左上隅の Oracleロゴ
(またはカスタム・ロゴ)か、ホーム・アイコン をクリックします
。

• ナビゲータで追加の管理者タスクを表示するには、Oracleロゴ(またはカスタム・ロゴ)の
横の水平バー をクリックします。

• ダッシュボードの上部にある「表示/非表示」バーをクリックするとダッシュボードが全画
面に拡大され、再度クリックすると標準ビューに戻ります。

• カーソルをフォームまたはダッシュボードの右上隅に置くと、コンテキストに適したオプ
ションのメニュー(「アクション」、「保存」、「リフレッシュ」、「設定」、「最大化」など)

が表示されます。
• サブコンポーネントでは、水平タブおよび垂直タブを使用してタスクおよびカテゴリを切
り替えます。
たとえば、概要ダッシュボードの確認と費用のプランニングを切り替えるには、水平タブ
を使用します。垂直タブは、有効化した機能によって異なります。
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タスク内のカテゴリを切り替えるには、水平タブを使用します。たとえば、費用プランニ
ングで、費用ドライバを入力するか、トレンド・ベースのプランニング費用を確認するか
を選択します。
 

 

財務および資本の場合、アイコン はデータ入力用でなくデータ確認用のレポート・フォ
ームを示しています。アイコン は、フォームがプランニング詳細を入力するためのデ
ータ入力フォームであることを示しています。

ドライバ・ベースのプランニング、トレンド・ベース
のプランニング、および直接入力について

様々な方法を使用して計画できます:

• ドライバ・ベース - グローバル・レートの仮定およびその他の仮定(収益ドライバや費用ド
ライバなど)を入力し、組込みの勘定科目および計算を活用してプランニング・プロセスを
促進します。

• トレンド・ベース - 財務の場合のみ、トレンド・ベースの仮定を入力すると、トレンドに
基づいて計画および予測できます。たとえば、現在値、推定値または過去の値(予測平均や
前年同期比の増加など)を使用して計画し、各値の変更率を見積もることができます。

• 直接入力 - プランニングおよび予測に履歴トレンドや特定のビジネス・ドライバがない場
合などは、データを直接入力します。このプランニング方法を使用する場合、組込みロジ
ックは使用されません。

13期間カレンダの操作
アプリケーションのプランニング・カレンダは、13期間カレンダ(12か月カレンダではなく)に
基づくことができます。13期間カレンダの操作について学習します。

第 3章
ドライバ・ベースのプランニング、トレンド・ベースのプランニング、および直接入力について
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13期間カレンダについて次の点に注意してください:

• 期間ディメンションには、12か月のメンバーではなく、13期間のメンバーが含まれます。
管理者は、期間メンバーの名前(デフォルト名は TP1から TP13)を変更したり、別名を作成
できます。13期間のメンバーは、期間ディメンションの「年合計」に追加されます。

• 各期間の長さは正確に 4週間になります(ただし、5、6年ごとに 1つの四半期が 5週間に
なります。)

• デフォルトでは、最初の 3四半期に 3つの期間があり、最後の四半期に 4つの期間があり
ます(3-3-3-4)。ただし、アプリケーションの作成時に、管理者は 4つの期間を追加する四
半期を選択できます。

• 5、6年ごとに、年に 53週目が発生します。通常、このような年の年合計は大きくなりま
す。管理者は、53週目が発生する期間を設定します。指定した給与基準レートは、52週ま
たは 53週の年のいずれに対しても同じです。

• 計算ロジックでは、コンポーネントの費用は該当期間の月の最終日に発生すると想定しま
す。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
13期間カレンダの操作について学習します。

 概要: Cloud EPMでの 13期間カレンダを使
用したプランニング

詳細は、Planningモジュールの管理の 13期間カレンダについてを参照してください。

第 3章
13期間カレンダの操作
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4
財務の操作

次も参照:

• タスクの概要
• 予算改訂の操作および予算管理との統合
• ユーザー変数の設定
• ドライバ値の指定について
• トレンドについて
• ローリング予測を使用したプランニング
• 週次レベルでのプランニング
• 収益および費用のプランニング
• 貸借対照表使用のプランニング
• キャッシュ・フロー使用のプランニング
• 財務ルールの実行
• ダッシュボードを使用した財務の分析
• 財務の分析
• 要員、プロジェクトおよび資本からのデータの確認

タスクの概要
一般に、財務のプランおよび予測は次の順序で作成します:

1. ユーザー変数を定義します。ユーザー変数の設定を参照してください。他のプリファレン
ス設定の指定の詳細は、簡略化されたインタフェースの使用によるプランニングの操作を
参照してください。

2. ライン・アイテムを反復するためのドライバ値を確認および調整します。管理者によって
有効化されているこれらのドライバによって、勘定科目を設定、追跡および分析する方法
が決まります。ドライバの値は、トレンドの仮定を使用するか、直接入力によって指定で
きます。次に、費用と収益を入力、調整および計算します。次を行えます:

• ドライバの設定および調整
• トレンドの設定および調整
• 勘定科目の手動調整
参照:

• 収益および費用のプランニング
• 貸借対照表使用のプランニング
• キャッシュ・フロー使用のプランニング
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3. プランニングのタイプに応じて、貸借対照表やキャッシュ・フロー計算書などの内部財務
諸表を確認します。

4. 管理者に「ロールアップ」ルールの実行を依頼します。

5. 「概要」 タブの対話型ダッシュボードを使用して、部署のステータスや業務の財務
全体、主要なトレンドおよび KPIを取得します。ダッシュボードを使用した財務の分析を
参照してください。

6. 提供されたダッシュボードおよび分析フォームを使用して、財務を評価します。財務の分
析を参照してください。
要員、資本またはプロジェクトをダッシュボードに含めるには、他のタイプのプランニン
グ・データ・タイプおよび詳細を使用可能にするためのデータ・マップを管理者に定義し
てもらいます。

7. 予算改訂を使用している場合は、改訂プロセスを開始できます。予算の改訂のタスク概要
を参照してください。

ノート:

管理者が有効にした機能によっては、この項で説明するすべての機能が表示されない
ことがあります。

ノート:

13期間アプリケーションで月のラベルが付けられている場合(「今月の実績」など)、
月は、カレンダ月ではなく、13期間カレンダを使用して定義された期間を表します。

開始するには、ホームページで「財務」をクリックして、コンポーネントを選択します。

第 4章
タスクの概要
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表 4-1 財務のタスク

目的 実行するタスク 詳細情報
「費用」または「収益」 収益ドリブンまたは費用ドリブンのプラン

および予測を準備します。
• ドライバ・ベースのプランニングの場
合: アクセスできる直接入力フォームを
使用し、ドライバ関連およびトレンド関
連のフォームによって提供されるイン
テリジェンスを活用します。

• 適用可能な場合、収益または費用を導出
するドライバの値を指定します。次の
ようにして値を指定できます。
– (仮定を使用して)トレンドを参照お

よび調整します。
– 手動調整を行います。

• ドライバにより計算された勘定科目の
値を表示し、必要に応じて調整します。

• 提供されたトレンドのいずれかを使用
して、計画値のパターンを履歴実績に対
して評価します。

• その他勘定科目またはドライバにより
計算されない勘定科目に対して、収益ま
たは費用の値を入力します。

• 損益計算書を使用する場合は、損益計算
書を確認します。

収益および費用のプランニングを参照して
ください。

収益および費用のプランニ
ングを参照してください。

第 4章
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表 4-1 (続き) 財務のタスク

目的 実行するタスク 詳細情報
貸借対照表 貸借対照表を使用して、財務を計画および管

理します。
• 売上債権回転日数(DSO)、仕入債務回転
日数(DPO)など、資産および負債のドラ
イバ値を指定します。次のようにして
ドライバを指定できます:
– トレンドを参照および調整します。
– 手動調整を行います。

• 売掛金、銀行預金、その他資産などの収
益ベースの資産勘定科目を入力および
調整します。

• 買掛金、未払報酬、未払費用など、費用
ベースの負債勘定科目を入力および調
整します。

貸借対照表使用のプランニングを参照して
ください。

ノート:

キャッシュ・フ
ローも使用し
ている場合、貸
借対照表が一
致していない
ことがわかっ
たら、キャッシ
ュ・フローおよ
び貸借対照表
残高の使用に
ついてを参照
してください。

貸借対照表使用のプランニ
ング.

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー計算書を使用して、財務
を計画および管理します。
• 直接法のみ: 現金の受取り方法および使
用方法を指定するキャッシュ・フローお
よび現金時期の仮定を定義します。

• 固定資産の購入や借入の返済など、財務
および投資のアクティビティを入力し
ます。

キャッシュ・フロー使用のプランニングを参
照してください。

キャッシュ・フロー使用の
プランニング.

予算の改訂 予算改訂と費用プランニングを使用して計
画します。予算管理との統合が有効になっ
ている場合は、残余予算チェック、資金の結
果の取得および残余予算引当を実行するこ
ともできます。
予算改訂の操作および予算管理との統合を
参照してください。

第 4章
タスクの概要
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表 4-1 (続き) 財務のタスク

目的 実行するタスク 詳細情報
分析 • 実績、プランおよび予測の財務をビジネ

ス・レベルで視覚的に評価します
• 一定期間にわたる収益、費用、貸借対照
表およびキャッシュ・フローの主要メト
リックを分析します

• アクセス・グリッド。
• 使用可能なすべてのフォームを確認し
ます。

財務の分析

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。
表 4-2 財務について学習するためのチュートリアル

目的 方法の学習
財務でのデータの入力方法を学習します。

Oracle Enterprise Planning Cloudの財務でのプラ
ンニング・データの入力

財務でドライバ・ベースのデータを使用して計画す
る方法を学習します。組織の主要な要因または基
準に焦点を当て、パフォーマンスを高めるための影
響を及ぼす、ビジネス・プランおよびモデルを作成
する方法について確認します。

 財務のドライバ・ベースのプランニング

財務でトレンド・ベースのプランニングを実行する
方法を学習します。トレンド・ベースの仮定を入力
し、トレンドに基づいてプランニングおよび予測す
る方法について確認します。

 財務のトレンド・ベースのプランニング

デフォルトの KPI (キー・パフォーマンス・インジ
ケータ)を使用するか、独自の KPIを追加して、財
務で KPIを利用する方法を学習します。KPIを使
用すると、客観的で定量化可能なデータ、またはパ
フォーマンスまたは戦略目標の進行状況を示すデ
ータを収集できます。KPIを使用して、組織の主要
な領域の健全性を反映します。

 財務での KPIの利用

実績を計算して、プランおよび予測を準備する方法
を学習します。財務を有効化したら、プランニング
および予測サイクルの開始点を構成および設定し
ます。デフォルトの計算を利用して、実績データ、
プラン・データおよび予測データを集約して準備す
る方法について確認します。

財務での実績の計算およびプランと予測の準備

予算改訂の操作および予算管理との統合
管理者が「予算の改訂」および Oracle ERP Cloudの予算管理モジュールとの統合を有効にし
ている場合は、予算管理から残高を確認し、「残余予算チェック」を使用して予算変更を承認す
る前に予算管理の影響を確認し、「残余予算引当」を使用して予算管理の予算変更を更新できま

第 4章
予算改訂の操作および予算管理との統合
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す。また、現在の承認済予算から予算管理にセル・レベルでドリル・スルーすることもできま
す。
予算管理がない場合でも、予算改訂を使用して予算改訂を作成および移入し、改訂を共有でき
ます。
ビデオ

目的 視聴
EPM Planning財務の予算改訂および Oracle ERP
Cloud予算管理で、予算改訂の作成と入力、資金チ
ェックの実行、残余予算の引当、および承認済予算
の確認を行う方法について学習します。

EPM Planning財務および Oracle ERP Cloud予算
管理での予算改訂の作成

予算の改訂のタスク概要
前提条件
1. ユーザー変数を定義します。ユーザー変数の設定を参照してください。「予算の改訂」で
は、ユーザー変数「勘定科目グループ」も設定します。

2. EPM Planning財務でプランおよび予測を作成します。タスクの概要を参照してください。
3. プランニングおよび予測が完了したら、データ管理を使用してデータを予算管理にプッシ
ュするよう管理者に依頼します。これが当初予算になります。

4. 予算改訂プロセスを開始する準備ができたら、「改訂の準備」ルールを実行するよう管理者
に依頼します。このルールを実行すると、当初予算のデータが EPM Planning財務の採用
済予算にコピーされます。
採用済予算が改訂プロセスの出発点になります。
「改訂の準備」は、選択したシナリオおよびバージョンを使用して、当初予算からデータを
コピーします。通常、プラン・シナリオ(OEP_Plan)および作業バージョン(OEP_Working)
を、選択した期間および年の採用済予算シナリオ(OEP_Adopted Budget)、当初バージョン
(OEP_Original)および作業バージョン(OEP_Working)にコピーします。

予算改訂のタスクの概要
一般に、次のワークフローを使用して予算改訂を準備し、予算管理と統合します:

1. 改訂を作成して移入します。予算の改訂の作成を参照してください。
2. 予算改訂(直接入力またはトレンド・ベース)を入力し、残余予算をチェックします。「予算
の改訂」での予算の改訂を参照してください。
残余予算チェックでは、予算管理を呼び出して残余予算をチェックし、提案している予算
改訂が予算管理で設定された管理を満たしていることを検証します。

3. 「予算の改訂」のフォームおよびダッシュボードを使用して、予算改訂を分析します。
4. 必要に応じて、EPM Planningの承認プロセスを使用している場合は、それを使用して承認
のために送信します。

承認者役割が割り当てられている場合は、このワークフローに従います:

1. 必要に応じて、改訂を共有します。
承認階層に基づいて改訂が作成されたら、予算改訂プロセスに関与する必要があるプラン
ナと予算改訂を共有できます。改訂の共有を参照してください。

第 4章
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2. 必要に応じて、すべてのプランナが改訂を完了した後に、Planningの承認プロセス(使用し
ている場合)を実行します。

3. 残余予算を引き当てます。残余予算の引当を参照してください。
このステップでは、改訂に関連付けられている予算管理の管理予算に残余予算を引き当て、
改訂を承認してクリアします。

開始するには、ホームページで「財務」をクリックし、「予算の改訂」をクリックします。

予算の改訂を使用したプランニング
「予算の改訂」

コンポーネントには、予算改訂の使用を計画するのに役立つ複数のフォームおよびダッシュボ
ードが用意されています。
表 4-3 予算の改訂を使用したプランニング

タスク 説明
サマリー 予算および予算改訂の概要を取得します。たとえ

ば、実績および消費(予算引当)の概要を確認し、当
初予算と現在の純予算を比較します。

改訂の管理 予算改訂の作成および操作、残余予算のチェック、
残余予算の引当、改訂の共有、改訂の承認、資金の
結果の取得を行います。

改訂リスト 管理者はこのフォームを使用して、すべてのプラン
ナの現在のすべての改訂のリストを確認できます。

現在の純予算 現在の純予算を確認します。現在の純予算には、当
初予算とすべての改訂の合計が表示されます。
バージョン・ディメンションの現在の純予算
(OEP_NetCurrentBudget)は、作業(OEP_Working)
およびすべての改訂バージョン(OEP_RN)の親メン
バーです。Nは改訂番号です。

資金チェックの結果 改訂の残余予算チェックおよび残余予算引当の行
レベルの詳細結果を取得します。

使用可能資金レポート 実績予算、消費済予算および採用済予算を表示しま
す。予算改訂プロセスを開始するときに、このフォ
ームを使用して、使用可能資金を確認できます。

予算改訂分析 予算改訂の詳細な分析はダッシュボードに表示さ
れます。

現在の承認済予算 現在の承認済予算を確認します。現在の承認済予
算には、採用済予算シナリオおよび作業バージョン
のデータが表示されます。
予算管理にドリル・スルーすることもできます。

予算の改訂の作成
予算改訂の作業を行う前に、管理者が「改訂の準備」ルールを実行していることを確認してく
ださい。
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次のステップを実行して、予算改訂を作成し、予算改訂で選択した勘定科目に初期改訂データ
を移入します。改訂をプランナと共有します。プランナは、直接入力またはトレンド・ベース
のプランニングを使用して、追加の改訂を行うことができます。
予算改定を準備するには:

1. ホームページで「財務」、「予算の改訂」、「改訂の管理」の順にクリックします。
2. グリッドを右クリックし、「改訂オプション」、「改訂の作成および移入」の順にクリックし
ます。

3. 改訂のオプションを選択して「次」をクリックします:

• 必要に応じてメンバーを選択し、予算改訂のデータのスコープを定義します。このよ
うな方法で、改訂のスコープを制限できます。アクセス権を持つ勘定科目を改訂でき
ます。

ヒント:

組織内の複数のプランナが予算改訂に関与する場合は、エンティティ・ディ
メンションおよびプライマリ・ディメンションの親メンバーを選択します。
この場合、改訂は、この親の下のすべてのリーフ・レベル・メンバーに表示
されます。スーパーバイザがこの方法で改訂を作成すると、その改訂は他の
プランナに表示されます。これらのプランナは、改訂を選択し、事前移入さ
れたデータを含むフォームを使用できます。必要に応じて、追加の改訂を行
うこともできます。

• 予算改訂の理由および説明を入力します。
• 改訂タイプ(「正社員」、臨時または緊急または「異動」)を選択します。
• 管理者が予算管理との統合を有効にしている場合は、統合する管理予算を選択します。

4. 「改訂方法」(「直接入力」またはトレンド・ベース)を選択して、改訂にデータを事前移入し
ます。次に、事前移入する特定の勘定科目を選択します。このオプションにより、選択し
た改訂方法を使用して、次のステップで入力するパーセンテージに基づいて、指定した勘
定科目の改訂が事前移入されます。含める費用勘定科目メンバーを選択する必要がありま
す。次に、「次」をクリックします。

5. トレンド・ベースを選択した場合は、次のトレンドのいずれかを選択して、改訂にトレン
ド・ベースのデータを事前移入します:

• 当期の実績
• 今年の予算引当
• 現在の純予算
• 今年の承認済予算
• 今年の当初予算

6. 調整パーセンテージを入力し、「起動」をクリックします。たとえば、10%の場合は 10と
入力します。
パーセンテージを入力しない場合は、改訂に値は移入されず、プランナは新しい予算番号
を改訂に直接入力できます。
予算改訂が採用済予算シナリオに追加されます。選択した勘定科目の値が事前移入されま
す:

• 「直接入力」を選択した場合は、選択した勘定科目の採用済予算シナリオ(OEP_Adopted
Budget)および当初バージョン(OEP_Original)のデータが改訂に移入されます。たとえ
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ば、勘定科目の当初予算が$100で、調整パーセンテージとして 10%を指定した場合、
改訂には$10が事前移入されます。

• トレンド・ベースを選択した場合は、適切なデータ・スライスを使用して、選択した
トレンドに基づいて改訂に事前移入されます。

予算作成者は、「改訂の管理」フォームおよび「改訂リスト」フォームの「提案者」列にリ
ストされます。

7. 改訂が追加されたら、他のタスクを実行できます:

• 予算改訂に詳細を追加します。追加の予算改訂の詳細の追加を参照してください。
• 改訂のリストを表示します。改定の確認を参照してください。
• 改訂を共有します。承認階層に基づいて改訂が作成されたら、予算改訂プロセスに関
与する必要がある別のプランナと予算を共有できます。改訂の共有を参照してくださ
い。

• 直接入力またはトレンド・ベースのプランニングを使用して、予算改訂を改訂します。
「予算の改訂」での予算の改訂を参照してください。

追加の予算改訂の詳細の追加
改訂を作成したら、「改訂の管理」フォームの「ヘッダー・ノート」または「ヘッダー添付
URL」に改訂の詳細を追加できます。
ヘッダー・レベルの詳細は、同じ改訂が共有される複数のレコードで単一の値になります。1
つのレコードのデータを更新すると、すべてのレコードに同じ値が適用されます。同じ改訂の
別のレコードに異なる値を更新すると、リストされている最後のレコードの値がすべてのレコ
ードに適用されます。
改定の確認
管理者は、「改訂リスト」フォームで、すべてのプランナの現在のすべての予算改訂を確認でき
ます。「改訂リスト」フォームを使用して、各改訂に関する情報(改訂の提案者、資金チェック・
ステータス、承認ステータス、改訂承認者など)を確認します。
予算改訂のリストを表示するには、ホームページで「財務」、「予算の改訂」、「改訂リスト」の
順にクリックします。

改訂の共有
予算改訂所有者は、予算改訂を別のプランナと共有して、最終承認のために予算改訂を送信す
る前に、そのプランナが予算改訂プロセスに関与できるようにすることができます。
1. ホームページで「財務」、「予算の改訂」、「改訂の管理」の順にクリックします。
2. 共有する改訂を右クリックし、「改訂オプション」、「改訂の共有」の順にクリックします。
3. ソース・メンバーで、共有するメンバーを選択して、「次」をクリックします。現在のエン
ティティが自動的に選択されます。

4. ターゲット・メンバーで、共有するエンティティを選択して、「起動」をクリックします。
共有したプランナには、次回ログインしたときに「改訂リスト」フォームに改訂が表示され、
「改訂の管理」で改訂を行うことができます。プランナはアクセス権を持つメンバーのみを表示
して改訂を行うことができます。
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「予算の改訂」での予算の改訂
予算改訂で改訂を行い、変更が予算管理の管理予算の管理を満たしていることを検証するには:

1. ホームページで「財務」、「予算の改訂」、「改訂の管理」の順にクリックします。
2. 改訂データを入力する予算改訂を右クリックし、「改訂オプション」をクリックして、「直
接入力」または「トレンド・ベース改訂」をクリックします。
直接入力は、特定のターゲットの改訂をいくつか行う場合に役立ちます。

3. 調整する値のタイプ(「費用」など)を選択します。
4. POVで予算改訂のメンバーを選択します。
改訂の作成方法によっては、出発点として予算改訂の改訂値が事前移入される場合があり
ます。

5. 改訂のタイプに応じて調整値を入力し、「保存」をクリックします。
「直接入力」の場合、必要に応じてフォームで直接値を変更します。
「トレンド・ベース改訂」の場合、トレンド・タイプを選択して、増加率または減少率を入
力します。次のトレンドのいずれかを選択します:

• 当期の実績
• 今年の予算引当
• 現在の純予算
• 今年の承認済予算
• 今年の当初予算

6. ワークシートで提案された改訂の残余予算をチェックするには、グリッドを右クリックし、
「残余予算チェック」、「起動」の順にクリックします。
このアクションは、予算管理を呼び出して残余予算をチェックし、提案している予算改訂
が予算管理で設定された管理を満たしていることを検証します。「資金チェックの結果」タ
ブをクリックして、結果の行レベルの詳細を表示します。ログインの結果および改訂の変
更の結果が表示されます。エラーを確認して解決し、すべてのエラーが解決されるまで残
余予算チェックを繰り返します。
改訂全体の残余予算をチェックする場合は、資金可用性の確認を参照してください。

ヒント:

「使用可能資金レポート」を使用して、改訂プロセス中に使用可能な資金を確認で
きます。

7. 必要に応じて、改訂に設定されている追加詳細を入力します。勘定科目の行ノートまたは
行添付 URLを入力するには、セルを右クリックし、「行レベルの記述的な詳細の入力」を
クリックして、詳細を入力します。

8. 「ロールアップ」ルールを実行します。
9. 「保存」をクリックして変更を保存し、フォームを閉じます。

資金可用性の確認
予算改訂を確定する前に、改訂全体について予算管理で資金可用性をチェックします。
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1. ホームページで「財務」、「予算の改訂」、「改訂の管理」の順にクリックします。
2. 改訂を右クリックし、「改訂オプション」、「残余予算チェック」、「起動」の順にクリックし
ます。
このアクションは、予算管理を呼び出して残余予算をチェックし、予算改訂全体が予算管
理で設定された管理を満たしていることを検証します。
残余予算チェック・ステータスは、「改訂の管理」フォームおよび「改訂リスト」フォーム
の「資金ステータス」列で更新されます。

3. チェック対象のセルが多数あり、すぐに結果が表示されない場合は、改訂を右クリックし、
「改訂オプション」、「資金の取得結果」、「起動」の順にクリックして、ジョブのステータス
を確認します。ジョブが完了したら、次のステップに進むことができます。

4. 資金チェックの結果の行レベルの詳細を表示するには、「資金チェックの結果」タブをクリ
ックします。

5. エラーを確認して解決します。
6. すべてのエラーが解決されるまで、残余予算チェックを繰り返します。
残余予算チェックが成功すると、残余予算を引き当てることができます。

残余予算の引当
予算改訂の準備ができると残余予算チェックに成功し、必要に応じて予算改訂が承認され(承認
プロセスを使用している場合)、改訂に関連付けられた予算管理の管理予算に残余予算を引き当
てます。
1. ホームページで「財務」、「予算の改訂」、「改訂の管理」の順にクリックします。
2. 改訂を右クリックし、「改訂オプション」、「残余予算引当」の順にクリックし、承認コメン
トを入力して、「起動」をクリックします。

「残余予算引当」を起動した場合:

• 予算改訂は予算管理にプッシュされ、予算管理の残余予算引当プロセスが呼び出され、更
新されたセル値に残余予算が引き当てられます。残余予算引当が完了すると、メッセージ
が表示されます。

• 残余予算が使用できない場合、残余予算引当は失敗し、失敗の理由が表示されます。
• 改訂ステータスが「承認」に設定されます。
• EPM Planning財務では、改訂のデータの差分が採用済予算シナリオの作業バージョンにプ
ッシュされ、現在の純予算に反映されます。

• 改訂がクリアされます。管理者は一度にアクティブにできる改訂の数に上限を設定してい
るため、改訂をクリアすることは重要です。

予算入力の変更は、予算管理で確認できます。

資金の結果の取得
「残余予算チェック」ルールを実行するときに、チェック対象のセルが多数あり、すぐに結果が
表示されない場合は、「資金の取得結果」ルールを実行して、バッチ・ジョブがいつ完了したか
を確認して結果をレビューできます。
1. ホームページで「財務」、「予算の改訂」、「改訂の管理」の順にクリックします。
2. 改訂を右クリックし、「改訂オプション」、「資金の取得結果」、「起動」の順にクリックしま
す。
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3. ジョブのステータスを確認します。ジョブが完了した場合に、資金チェックの結果の行レ
ベルの詳細を表示するには、「資金チェックの結果」タブをクリックします。

結果は、「資金チェックの結果」表でレコードが作成または更新されてから 90日後にパージさ
れます。

改訂のクリア
残余予算を引き当てると、改訂は自動的にクリアされます。改訂を続行しない場合、または残
余予算引当を続行しない場合は、手動で改訂をクリアできます。
改訂を手動でクリアするには:

1. ホームページで「財務」、「予算の改訂」、「改訂の管理」の順にクリックします。
2. クリアする改訂を右クリックし、「改訂オプション」、「改訂のクリア」の順にクリックしま
す。

予算管理へのドリル・スルー
管理者が予算管理との統合を有効にしている場合は、EPM Planning財務の「現在の承認済予
算」フォームから予算管理にセル・レベルでドリル・スルーできます。管理者が Oracle Fusion
Cloudでシングル・サインオンを構成している場合を除き、ドリル・スルーが機能するには、
予算管理にログインする必要があります。ドリル領域は、レベル 0のメンバーに対してのみ有
効になっています。
「残余予算引当」ルールを使用して残余予算が引き当てられると、予算管理にドリル・スルーで
きます。
1. ホームページで「財務」、「予算の改訂」、「現在の承認済予算」タブの順にクリックします。

2. 右上隅にドリル・アイコンがあるセル を右クリックして、Fusion
Budgetary Controlにドリル・スルーをクリックします。管理予算が複数ある場合は、必
要な管理予算をクリックします。
ドリル・アイコンは、「残余予算引当」で予算管理にプッシュされたすべてのセルで使用で
きます。

「予算管理残高のレビュー」でデータを確認します。

ユーザー変数の設定
各プランナは、次に説明する変数を設定する必要があります。
1. ホームページで「ツール」、「ユーザー・プリファレンス」、「ユーザー変数」の順にクリッ
クします。

2. 次のユーザー変数を設定します:

• エンティティ
• シナリオ
• バージョン
• レポート通貨
• 年
財務の場合は、「勘定科目」ディメンションのために次のユーザー変数を設定します:
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• 「費用勘定科目」変数では、OFS_Total Expensesなどの、フォームに表示する勘定科
目を含む親勘定科目を選択します。

• 「費用ドライバ」変数では「OFS_Expense Drivers for Forms」を選択します。
• 「予算の改訂」が有効になっている場合は、「勘定科目グループ」変数を設定します。
「勘定科目グループ」ユーザー変数は、「現在の承認済予算」や「現在の純予算」など
の「予算の改訂」のフォームに表示される一連の勘定科目をフィルタします。たとえ
ば、ニーズに応じて、費用、収益、負債、資産勘定科目またはすべての勘定科目タイ
プの合計を選択できます。

財務では、「予算の改訂」を使用している場合は、「表示」の「日付フォーマット」を「yyyy-
MM-dd」に設定する必要があります。ホームページで「ツール」、「ユーザー・プリファレ
ンス」をクリックして、「表示」をクリックします。
要員では、次の追加のユーザー変数を設定します。
• 従業員の親—新規採用や既存の従業員など、選択した「従業員の親」メンバーに基づ
いてフォームに表示する従業員を含めるか除外することができるようにすることで、
フォームを管理しやすくします。

• 期間 - 新規採用に対するコメントを、すべての従業員/ジョブに対する「報酬合計」と
同様に、「一括更新」フォームに表示できます。

資本、要員およびプロジェクトには独自の動的な変数(「コンテキストの使用」オプションで定
義)があり、ユーザー変数は「視点」で使用できます。動的変数では、ユーザー変数の値はフォ
ームのコンテキストにより動的に変更されます。ユーザーはデフォルト値を設定する必要があ
りません。

ドライバ値の指定について
プランまたは予測を策定する前に、管理者によって有効化されている収益および費用を導出す
るキー・ドライバを確認し、必要に応じて調整します。ドライバの値を指定できます:

• 手動
• 次のような現在、過去または推定のトレンドの参照および調整:

– 前年の実績平均
– 予測平均
– 前事業年度の値をパーセントで調整するための「前年同期比の増加/減少」

キャッシュ・フローの場合、収益および費用のカテゴリのソースとタイミングを指定します。
ドライバ・ベースの現金使用およびソースの仮定の指定を参照してください。貸借対照表の場
合、未払報酬、売掛金、前払費用などの項目を指定します。貸借対照表ドライバの指定を参照
してください。
チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。
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表 4-4 財務について学習するためのチュートリアル

目的 方法の学習
財務でドライバ・ベースのデータを使用して計画す
る方法について学習します。組織の主要な要因ま
たは基準に焦点を当て、パフォーマンスを高めるた
めの影響を及ぼす、ビジネス・プランおよびモデル
を作成する方法について確認します。

 財務のドライバ・ベースのプランニング

トレンドについて
トレンドに基づく計画と予測を可能にする、トレンド・ベースの仮定を入力できます。財務に
は、次のトレンドが含まれています:

ノート:

13期間アプリケーションでは、月は、カレンダ月ではなく、13期間カレンダを使用
して定義された期間を表します。

• 今年の実績平均 - 「プランニングと予測の準備」で指定した「現在の会計年度」の勘定科
目の平均が計算されます。

• 今月の実績 - 「プランニングと予測の準備」で指定した「現在の会計年度」で「現在の期
間」として指定した月または週の勘定科目の値が取得されます。

• 予測を今年の計画に保持 - 予測シナリオの場合のみ、勘定科目の年次累計消費量と現在の
年の計画とが比較され、残りが予測の残りの月の間で均等に分散されます。たとえば、出
張 YTD実績が 260,000で、年全体の計画が 500,000、現在の月が 6月の場合、残りの
240,000がその年の残りの 6か月(7月から 12月まで)で均等に分散されます。つまり、
240000 / 6 = 40000となります。40000が 7月から 12月までの月に均等に分散されます。
このトレンドによって、常に予測を計画と一致させることができます。YTDの支出が計画
を超える場合、残りの期間の予測は負の数ではなくゼロに設定されます。

• 前年の実績平均 - 「プランニングと予測の準備」で指定した「現在の会計年度」の前年の
勘定科目の平均が計算されます。たとえば、「現在の会計年度」が FY17の場合、その前年
は FY16です。

• 季節性のある前年の実績 - 該当する月の勘定科目の値は、前年の同月の値を使用して取得
されます。

• 予測平均 - 計画シナリオの場合のみ、前年からの予測の平均が取得されます。たとえば、
計画シナリオの FY18に対してこのトレンドを選択すると、予測シナリオの FY17からの
勘定科目の平均が計算されます。

• 季節性のある予測 - 計画シナリオの場合のみ、前年の予測から月次の値が取得されます。
たとえば、計画シナリオの FY18でこのトレンドを選択すると、予測シナリオの FY17か
らの勘定科目の月次の値が計算されます。

• 前年同期比の増加/減少 - 前年の値からの増加または減少率が適用されます。
• トレンドなし - トレンドが削除され、以前に設定されたトレンドに基づくデータがクリア
されます。
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• 月次成長 - 現在の年および前年を成長計算のベースとして使用して、勘定科目の前年同期
比の変動が計算されます。

• 前月実行レート - 前期間の値が取得されます。たとえば、現在の月が 6月の FY16であり、
予測の第 1期間が 7月の場合、このトレンドでは 6月の値が取得され、それが 7月に適用
されます。7月の値に調整が行われると、調整された 7月の値が 8月に使用されます。

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。
表 4-5 財務について学習するためのチュートリアル

目的 方法の学習
財務でトレンド・ベースのプランニングを実行する
方法について学習します。トレンド・ベースの仮定
を入力し、トレンドに基づいてプランニングおよび
予測する方法について確認します。

 財務のトレンド・ベースのプランニング

ローリング予測を使用したプランニング
管理者がローリング予測を有効にした場合、標準予測に加えて、または標準予測のかわりにロ
ーリング予測を使用して計画できます。ローリング予測を使用すると、1年の期間を超えて計
画できるように継続的なプランニングを実行できます。管理者がどのようにローリング予測を
設定したかに応じて、週次レベル(13週、26週または 52週)、月次レベル(12か月、18か月、
24か月、30か月、36か月、48か月または 60か月)あるいは四半期レベル(4四半期、6四半期
または 8四半期)で継続的に計画できます。13期間カレンダを使用したアプリケーションで
は、期間レベル(13期間または 26期間)で継続的にプランニングできます。
管理者が現在の期間を更新すると、ローリング予測のフォームおよびダッシュボードが自動的
に更新されます。期間が追加または削除され、更新されたローリング予測範囲を反映します。
新しく追加された期間にトレンドおよびドライバが移入されます。
ローリング予測を使用したプランニングでは、次のものを使用できます:

• ドライバ・ベースおよびトレンド・ベースのプランニング。
• ローリング予測値の手動入力。
各コンポーネント(「収益」、「費用」、「貸借対照表」または「キャッシュ・フロー」)で、ローリ
ング予測範囲を使用したフォームおよびダッシュボードが使用可能です。
レポートのために KPIを使用できます。
• TTM (12か月の証跡)。このシナリオは、前の 12か月のフローに基づいた勘定科目のアク
ティビティをレポートします。

• 「予測済 12」。フロー・タイプ勘定科目に対して、このシナリオは、(現在の期間 + 11個の
将来の期間)の合計についてレポートします。残高タイプ勘定科目に対して、このシナリオ
は将来のメンバー値 12期間についてレポートします。
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ノート:

「ローリング予測」シナリオ・メンバーは、「ローリング予測」 タブのフォ
ームでのみ選択してください。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
ローリング予測を使用したプランニングについて
学習します。  概要: Planningにおけるローリング予測.

 Oracle Enterprise Planning Cloudでのロー
リング予測の設定.

表 4-6 ローリング予測を使用したプランニング

タスク 目的 詳細情報

 概要

ダッシュボード形式で、ローリン
グ予測範囲にわたる収益、費用、
貸借対照表またはキャッシュ・フ
ローの概要を取得します。

ダッシュボードを使用した財務の
分析

 ローリング予測

• 収益および費用の場合: ロー
リング予測範囲にわたってド
ライバ・ベースまたはトレン
ド・ベースのプランニングを
実行します。

• 貸借対照表の場合: ローリン
グ予測範囲にわたって貸借対
照表ドライバを指定します。

• キャッシュ・フローの場合:
ローリング予測範囲にわたっ
てドライバ・ベースのキャッ
シュ・フロー・プランニング
を実行します。

• 「収益」および「費用」: ドラ
イバおよびトレンドの指定

• 貸借対照表: 貸借対照表ドラ
イバの指定

• キャッシュ・フロー: ドライ
バ・ベースの現金使用および
ソースの仮定の指定

 直接入力
プランニングおよび予測に履歴ト
レンドや特定のビジネス・ドライ
バがない場合などは、データを直
接入力します。

• 「収益」および「費用」: 費用
および収益の手動入力

• 貸借対照表: 直接貸借対照表
の資産および負債の指定

• キャッシュ・フロー: 財務お
よび投資の詳細の入力

週次レベルでのプランニング
週次レベルのプランニングの後、ダッシュボードの表示およびトレンドを求める式の実行の前
に、次のルールを実行して週を月に変換します:

• 週次データの月次データへの変換
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• 月次データの週次データへの変換
または、管理者がこれらのルールをフォームに関連付けている場合、フォームの「アクション」
メニューから「フォームでの週次データの月次データへの変換」および「フォームでの月次デ
ータの週次データへの変換」を実行します。
53週ある 12期間アプリケーションおよび 13期間アプリケーションでは、53週目が発生する
期間のフォームに週 53が含まれます。管理者の設定によって、53週目が発生する期間が決ま
ります。
13期間アプリケーションの詳細は、13期間カレンダの操作を参照してください。

収益および費用のプランニング
財務の収益 コンポーネントおよび費用 コンポーネントには、計画と予測に役
立ついくつかのオプションが用意されています:

表 4-7 ビデオ

目的 視聴するビデオ
収益、費用および損益計算書のプランニングについ
て学習します。  Oracle Enterprise Planning Cloudでの損益

計算書プランニングの実行.

表 4-8 プランおよび予測の作成

タスク 説明 使用するフォー
ム

詳細情報

 概要
ダッシュボード形式で財務の概要を確認します。 • 収益|費用

• 損益計算書
• ローリング
予測

• 損益計算書
ローリング
予測

ダッシュボード
を使用した財務
の分析

 ドラ
イバおよびト
レンド・ベース

• 収益と費用の値を生成する、管理者により定
義されたドライバに値を入力します。

• ドライバによって計算された実績勘定科目値
を表示し、ニーズを満たしていない場合はそ
の値を上書きします。

• 様々なドライバ・トレンドを使用して、計画
値または予測値と履歴実績の間の差異を評価
します。

• 費用を手動で入力および調整することによ
り、内部ドライバ・ベースのロジックなしで
個々の勘定科目レベルでのプランニングを行
います。

• ドライバ・ベ
ースの収益
プランニン
グ|ドライ
バ・ベースの
費用プラン
ニング

• ドライバ・ベ
ースの収益|
ドライバ・ベ
ース費用

• 収益トレン
ド|費用トレ
ンド

• トレンド・ベ
ース費用プ
ランニング

ドライバおよび
トレンドの指定
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表 4-8 (続き) プランおよび予測の作成

タスク 説明 使用するフォー
ム

詳細情報

 ロー
リング予測

ローリング予測を使用して収益および費用を計画
します。これらのフォームは、「ドライバおよびト
レンド・ベース」タブのフォームのかわりに、ま
たそれに加えて使用します。
• 収益と費用の値を生成する、管理者により定
義されたドライバに値を入力します。

• ドライバによって計算された実績勘定科目値
を表示し、ニーズを満たしていない場合はそ
の値を上書きします。

• 様々なドライバ・トレンドを使用して、計画
値または予測値と履歴実績の間の差異を評価
します。

• ローリング予測用にドライバ調整を行いま
す。

• ローリング予測用にトレンド調整を行いま
す。

• ドライバ・ベ
ースの収益
プランニン
グ|ドライ
バ・ベースの
費用プラン
ニング

• ドライバ・ベ
ースの収益|
ドライバ・ベ
ース費用

• トレンド・ベ
ース費用

• ドライバ調
整

• トレンド調
整

• 収益合計|費
用合計

• ローリング
予測を使用
したプラン
ニング

• ドライバお
よびトレン
ドの指定

 直接
入力

• ドライバによって導出されない勘定科目値を
入力および調整します。

• ローリング予測値を手動で入力します。
• 収益の入力|
費用の入力

• 収益ローリ
ング予測の
入力|費用ロ
ーリング予
測の入力

• ローリング
予測を使用
したプラン
ニング

• 費用および
収益の手動
入力

 損
益計算書

損益計算書を表示します。 損益計算書、損益
計算書 - 貢献利
益

損益計算書の表
示

ドライバおよびトレンドの指定
「ドライバおよびトレンド・ベース」 で、標準予測のドライバおよびトレンドを指定し

ます。「ローリング予測」 で、ローリング予測のドライバおよびトレンドを指定します。
予測手法のタブの「ドライバ・ベースの収益」および「ドライバ・ベース費用」に、ドライバ
に関連付けられた勘定科目の計算された値が表示されます。
財務で提供されているトレンドの詳細は、トレンドについてを参照してください。

1. 標準予測の場合: 「ドライバおよびトレンド・ベース」 、「ドライバ・ベースの費用
プランニング」|「ドライバ・ベースの収益プランニング」の順にクリックします。ローリ
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ング予測の場合: 「ローリング予測」 、「ドライバ・ベースの費用プランニング」|
「ドライバ・ベースの収益プランニング」の順にクリックします。

2. 特定の製品ラインなどの視点ディメンションや営業経費などの費用タイプを選択してコン
テキストを指定し、 をクリックします。

3. 「トレンド」でタスクを実行します:

• 現在値、推定値または過去の値を使用して調整することにより値を設定するには、ト
レンドを選択し、「増加/減少率」で各値の変更率を見積もります。たとえば、3%の残
業手当昇給を計画するには、「前年の実績平均に対する残業」を設定し、「増加/減少率」
に.0 3を入力します。
ローリング予測の場合、トレンドはローリング予測範囲のすべての年に適用されます。
現在の期間が更新されると、フォームが更新されます。期間が追加または削除されて、
更新されたローリング予測範囲が反映されます。トレンドは常に、ローリング予測範
囲全体に対して計算されます。

• 履歴データを参照せずに手動で値を設定するには、「トレンドなし」を選択し、「調整
(+/-)」に値を入力します。

4. 「年合計」をダブルクリックして、推定値を計算します。
5. ドライバにより計算された勘定科目の値を表示します:

a. 「ドライバ・ベース費用」|「ドライバ・ベースの収益」、計算された年合計の順にクリ
ックして、年次、四半期または月次のドライバ導出値を表示します。それらが十分で
ない、正確でない、または適切でない場合、任意の期間の値を上書きできます。

b. 年やシナリオなどの視点ディメンションを選択してコンテキストを指定し、 をクリ
ックします。

c. 「年合計の調整」を展開して、ドライバにより導出された値を変更する期間にアクセス
し、新しい値を入力します。

6. ローリング予測の勘定科目またはドライバに対して計算された値を調整するには、「ドライ
バの調整」をクリックし、「調整(+/-)」列に値を入力します。

7. 「費用」でローリング予測のトレンドの勘定科目に対して計算された値を調整するには、「ト
レンドの調整」をクリックし、「調整(+/-)」列に値を入力します。

費用および収益の手動入力
その他の費用または収益、あるいはドライバにより計算されない費用または収益を入力するに
は:

1. 、「収益の入力」|「費用の入力」の順にクリックします。ローリング予測を使用す
る場合は、「収益ローリング予測の入力」|「費用ローリング予測の入力」をクリックしま
す。

2. エンティティやシナリオなどの視点ディメンションを選択してコンテキストを定義し、
をクリックします

3. 費用項目または収益項目ごとに、月次または四半期の値を入力します。
4. 「年合計」をダブルクリックして、年合計を表示します。

第 4章
収益および費用のプランニング

4-19



プラン合計および予測の表示
プランニング手法に応じて、全体の計画および予測を確認します。フォームを選択し、POVを
指定します。
表 4-9 プラン合計および予測の表示

プランニング手法 全体の計画および予測を表示するフォーム
ドライバ・ベースおよびトレンド・ベース 標準予測の場合: 「ドライバおよびトレンド・ベー

ス」 をクリックし、「費用合計 - 予測」|「収
益合計 - 予測」または「費用合計 - 計画」|「収益合
計 - 計画」をクリックします。

ローリング予測の場合: 「ローリング予測」 、
「費用合計」|「収益合計」の順にクリックします。

手動入力
「直接入力」 をクリックし、次を行います。
標準予測の場合: 「費用合計 - 予測」|「収益合計 -
予測」または「費用合計 - 計画」|「収益合計 - 予
測」をクリックまたはタップします。
ローリング予測の場合: 「費用合計 - ローリング予
測」|「収益合計 - ローリング予測」をクリックま
たはタップします。

損益計算書の表示

「費用」 または「収益」 をクリックし、「損益計算書」 をクリック
します。

貸借対照表使用のプランニング
財務の貸借対照表 コンポーネントには、貸借対照表を使用した計画に役立ついくつかの
オプションが用意されています:

表 4-10 貸借対照表プランニング

タスク 説明 使用するフォー
ム

詳細情報

 概要
ダッシュボード形式で貸借対照表の概要を確認し
ます。

• 貸借対照表
• ローリング
予測

ダッシュボード
を使用した財務
の分析
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表 4-10 (続き) 貸借対照表プランニング

タスク 説明 使用するフォー
ム

詳細情報

 ドラ
イバおよびト
レンド・ベース

• 貸借対照表勘定科目の計算を促進するドライ
バを設定および調整します。

• ドライバによって計算された実績勘定科目値
を表示し、必要に応じて値を上書きして資産
と負債を一致させます

• 貸借対照表勘定科目の計算を促進するトレン
ドを設定および調整します。

• ドライバによって計算されない勘定科目値を
入力および調整します

• 期間中の月次日数を変更します

• ドライバ・ベ
ースの貸借
対照表プラ
ンニング

• ドライバ・ベ
ースの貸借
対照表

• トレンド・ベ
ースの貸借
対照表

• 貸借対照表
の入力

• 期間中の日
数

貸借対照表ドラ
イバの指定

 ロー
リング予測

ローリング予測を使用して貸借対照表プランニン
グを実行します。これらのフォームは、「ドライバ
およびトレンド・ベース」タブのフォームのかわ
りに、またそれに加えて使用します。

• ドライバ・ベ
ースの貸借
対照表プラ
ンニング

• ドライバ・ベ
ースの貸借
対照表

• トレンド・ベ
ースの貸借
対照表

• トレンド調
整

• ローリング
予測を使用
したプラン
ニング

• 貸借対照表
ドライバの
指定

 直接
入力

• ドライバによって導出されない勘定科目値を
入力および調整します。

• ローリング予測値を手動で入力します。
• 収益の入力|
費用の入力

• 収益ローリ
ング予測の
入力|費用ロ
ーリング予
測の入力

• 直接貸借対
照表の資産
および負債
の指定

• ローリング
予測を使用
したプラン
ニング

ビデオ

目的 視聴するビデオ
貸借対照表を使用したプランニングについて学習
します。  Oracle Enterprise Planning Cloudでの貸借

対照表およびキャッシュ・フローのプランニングの
実行.

貸借対照表ドライバの指定
貸借対照表ドライバを指定するには:
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1. 「ドライバおよびトレンド・ベース」 をクリックし、間接キャッシュ・フローの場
合は、「ドライバ・ベースの貸借対照表プランニング」をクリックします。直接キャッシ
ュ・フローの場合、「計算された貸借対照表」または「トレンド・ベース貸借対照表」をク
リックします。

ローリング予測の場合、「ローリング予測」 をクリックし、「ドライバ・ベースの貸
借対照表プランニング」または「トレンド・ベース貸借対照表」をクリックします。

2. 特定の製品ラインなどの視点ディメンションや営業経費などの費用タイプを選択してコン
テキストを指定し、 をクリックします。

3. 「トレンド」で仮定を設定し、「増加/減少率」でその仮定を調整します。推定される年次値
は、指定した時間枠の値(例: 前年)に基づき、同じ月次/四半期パターンに従います。増加ま
たは減少率の仮定を設定することにより、推定値に影響を与えることができます。たとえ
ば、インフレが原因で費用またはドライバが増加する可能性があると仮定するとします。

4. 「年合計」をダブルクリックして、推定値を計算します。
5. ドライバにより計算された勘定科目の値を表示します:

a. 「ドライバ・ベースの貸借対照表」、「計算された年合計」の順にクリックして、年次、
四半期または月次のドライバ導出値を表示します。それらが十分でない、正確でない、
または適切でない場合、任意の期間の値を上書きできます。

b. 年やシナリオなどの視点ディメンションを選択してコンテキストを指定し、 をクリ
ックします。

c. 「年合計の調整」を展開して、ドライバにより導出された値を変更する期間にアクセス
し、新しい値を入力します。

6. ローリング予測のトレンドの勘定科目に対して計算された値を調整するには、「トレンドの
調整」をクリックし、「調整(+/-)」に値を入力します。

直接貸借対照表の資産および負債の指定
資産および負債を指定するには:

1. 「直接入力」 、「貸借対照表の入力」の順にクリックするか、ローリング予測を使用
する場合は「貸借対照表ローリング予測の入力」をクリックします。

2. 銀行預金、前払費用、売掛金など、資産の月次または四半期の値を入力します。
3. 未払費用、未払報酬、短期借入金、長期借入金、買掛金など、負債の月次または四半期の
値を入力します。

キャッシュ・フローおよび貸借対照表残高の使用について
財務は、プランと予測の貸借対照表を自動的に一致させます。負債および資本が資産を超えて
いる場合、短期投資が使用されます。また、資産が負債および資本を超えている場合は、短期
借入金が使用されます。「財務および投資の詳細」に、短期投資または短期借入金のキャッシ
ュ・フローに対する影響を入力する必要があります。
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プラン合計および予測の表示
プランニング手法に応じて、全体の計画および予測を確認します。フォームを選択し、POVを
指定します。
表 4-11 プラン合計および予測の表示

プランニング手法 全体の計画および予測を表示するフォーム
ドライバ・ベースおよびトレンド・ベース 標準予測の場合: 「ドライバおよびトレンド・ベー

ス」 をクリックし、「貸借対照表 - 計画」ま
たは「貸借対照表 - 予測」をクリックします。

ローリング予測の場合: 「ローリング予測」 、
「詳細貸借対照表」の順にクリックします。

手動入力
「直接入力」 をクリックし、次を行います。
標準予測の場合: 「貸借対照表 - 計画」または「貸
借対照表 - 予測」をクリックまたはタップします。
ローリング予測の場合: 貸借対照表ローリング予測
をクリックします

キャッシュ・フロー使用のプランニング
ビデオ

目的 視聴するビデオ
キャッシュ・フローを使用したプランニングについ
て学習します。  Oracle Enterprise Planning Cloudでの貸借

対照表およびキャッシュ・フローのプランニングの
実行。

ドライバ・ベースの現金使用およびソースの仮定の指定
現金仮定を定義するには:

1. 標準予測の場合: 「ドライバ・ベース」 、「キャッシュ・フロー使用プランニング」

の順にクリックします。ローリング予測の場合: 「ローリング予測」 、「キャッシ
ュ・フロー使用プランニング・ローリング予測」の順にクリックします。

2. 必要に応じて、別の視点ディメンションを選択し、 をクリックします。
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3. 「キャッシュ・フローの影響の仮定」で、収益勘定科目ごとに、30日、60日または 90日
以内に受け取る支払率を指定します。

4. 費用勘定科目ごとに、30日、60日または 90日以内に発生した借入金の返済や固定資産の
購入など、費用支払の割合を指定します。

5. 「キャッシュ・フロー直接プランニング」をクリックします。
6. 通貨、エンティティ、シナリオ、バージョンおよび年を選択し、 をクリックします。
7. 「製品」または「サービス」を使用して、収益ソースを選択します。
表 4-12 ビデオ

目的 視聴するビデオ
直接法を使用したキャッシュ・フローのプランニン
グについて学習します。  Oracle Enterprise Planning Cloudでの直接

法を使用したキャッシュ・フローのプランニング

財務および投資の詳細の入力
間接キャッシュ・フローを使用して計画する場合は、直接入力を使用します。

ノート:

貸借対照表も使用する場合: プランと予測の貸借対照表が内部ロジックによって自動
的に一致します。負債および資本が資産を超えている場合、短期投資が使用されま
す。また、資産が負債および資本を超えている場合は、短期借入金が使用されます。
財務および投資の詳細に、短期投資または短期借入金のキャッシュ・フローに対する
影響を入力する必要があります。

投資および財務を定義するには:

1. 「直接入力」 、「財務および投資」の順にクリックしますローリング予測を使用して
計画する場合は、「財務および投資 - ローリング予測」をクリックします。

2. 視点を指定し、 をクリックします。
3. アクティビティごとに、月次または四半期の値を入力し、計算された年合計を表示します。

財務ルールの実行
次のルールを財務で実行できます。
• 実績の計算 - ドライバを計算し、選択期間の実績を集計します。
• 予測の準備 - 選択した実績期間を予測シナリオにコピーし、トレンドまたはドライバによ
り勘定科目を再計算して、予測を更新します。また、比較のために現在の予測を前の予測
バージョンにコピーします。
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• 計画の準備 - 選択した年のトレンドおよびドライバを計算します。年が変わったら、この
ルールを使用して、新しい年計画を作成できます。または、複数年計画を作成しており、
トレンドおよびドライバ・ベースのデータを更新している場合、これを使用できます。

ダッシュボードを使用した財務の分析
事前定義済のダッシュボードを使用すると、収益、費用、貸借対照表およびキャッシュ・フロ
ーに関する全体的な財務を把握できます。ダッシュボード・チャートのメンバーにドリルイン
すると、必要な詳細のレベルを参照できます。

1. 「収益」 、「費用」 、「貸借対照表」 または「キャッシュ・フロ

ー」 をクリックします。

2. まだ選択されていない場合、「概要」 をクリックします。
3. たとえば、別のプロジェクトやエンティティを選択する場合は、「視点」バーを使用して、
フォームに表示する様々なディメンション・メンバーを選択します。

4. 表示するダッシュボードのタイプに対応する水平タブをクリックしますローリング予測範
囲にわたって計画する場合は、ローリング予測ダッシュボードをクリックします。

財務の分析
提供された対話型ダッシュボードを使用して、プラン、予測および実績を比較し、ビジネス全
体のレベルまたはエンティティ・レベルの視点で、財務の動的な視覚的スナップショットを取
得します。ドリルダウンして、詳細な分析のための追加データにアクセスできます。
分析フォームを使用して、様々な詳細プランおよび予測の情報やトレンド・ベース・データを
取得します。管理者は分析フォームをカスタマイズしたり、新規の分析フォームを作成したり
できます。Planningモジュールの管理を参照してください。

分析のフォームおよびダッシュボードを表示するには、「財務」 、「分析」 
の順にクリックし、垂直タブを使用してデータを検索します。

フォームおよび指示の確認
財務に関連する使用可能なフォームおよびダッシュボード全部を確認し、管理者から提供され
ていればフォーム手順を確認できます。

「分析」 をクリックし、「フォーム」 をクリックします。
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要員、プロジェクトおよび資本からのデータの確認
財務を要員、プロジェクトまたは資本 lと統合した場合は、ロール・アップされたデータのサ
マリーを確認します。

1. 「分析」 をクリックし、「フォーム」 をクリックします。
2. 「財務統合サマリー」、「貸借対照表統合サマリー」または「直接法キャッシュ・フロー統合
サマリー」を選択します。

3. 「アクション」メニューから「ロール・アップ」を選択して、要員および資本のデータを財
務にプッシュします。

4. 要員、プロジェクトまたは資本からプッシュされたデータを確認します。
• 財務統合サマリー

– 要員の「要員詳細」列の給与データ。
– プロジェクトの「プロジェクト詳細」列の費用および収益。
– 資本の資本詳細列の減価償却、償却およびその他の費用。

• 貸借対照表統合サマリー - 貸借対照表に影響を与える勘定科目は、資本またはプロジェ
クトから財務にプッシュされます。

• 直接法キャッシュ・フロー統合サマリー - キャッシュ・フローに影響を与える勘定科目
は、資本またはプロジェクトから財務にプッシュされます。
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5
要員の操作

次も参照:

• タスクの概要
• ユーザー変数の設定
• 報酬費用の管理
• 非報酬費用の管理
• Strategic Workforce Planning

• デモグラフィクスの管理
• 要員費用の分析
• プロジェクト稼働率の分析

タスクの概要
要員で実行するタスクを確認します。一般に、タスクの実行は次の順序で行います:

1. プランおよび予測を作成または更新する前に、ビジネス・ルール「デフォルトの同期」と
「報酬の計算」を実行します。
これらのビジネス・ルールにアクセスするには、「報酬プランニング」、「従業員の管理」、
「既存の従業員」の順に選択します。

2. ユーザー変数を設定します。
ユーザー変数の設定を参照してください。

3. 要員仮定およびデフォルトを確認または入力します。管理者が初期仮定を設定した可能性
があります。
「報酬プランニング」を使用し、「仮定」および「デフォルト」を使用します。

4. 要員詳細を更新します。
次の表を参照してください。

5. 「報酬の計算」ビジネス・ルールを再度実行して、値を再計算します。
6. ダッシュボードおよび分析を確認します。
7. データ・マップを使用して、データをレポートします。

ノート:

管理者が有効にした機能によっては、この項で説明するすべての機能が表示されない
ことがあります。

5-1



ノート:

13期間アプリケーションで、月のラベルが付けられているアーティファクトの場合、
月は、カレンダ月ではなく、13期間カレンダを使用して定義された期間を表します。

開始するには、 をクリックし、コンポーネントを選択します。
表 5-1 要員のタスク

タスク 実行するタスク 詳細情報
• 報酬データの概要の表示
• 新規採用および既存の従業員
の管理

• 従業員詳細の管理
• 従業員をエンティティ間で異
動する

• 要員仮定(日当たりの作業時
間数など)の設定

• 「給与等級」での給与基準(年
次など)および給与レートの
設定

• 給与、追加所得、福利厚生お
よび税金のデフォルトの設定

報酬費用の管理

• 非報酬費用の合計の表示
• 非報酬費用の入力または更新

非報酬費用の管理

• ジョブ別の人数ターゲットの
設定

• 年別減員率の設定
• 年別戦略人数ドライバの設定
• ジョブ別の年次戦略人数ドラ
イバ・レートの設定

Strategic Workforce Planning

• デモグラフィクス別人数サマ
リーの表示

• デモグラフィクス別要員費用
の表示

• 従業員またはジョブへのデモ
グラフィクスの割当て

デモグラフィクスの管理

• 人数および FTE (常勤換算)
のダッシュボード・サマリー
の表示

• 一定期間にわたる報酬トレン
ドの分析

• スキル・セット別の人数およ
び費用の表示

• 採用に対する既存従業員別
の、稼働率およびスタッフ配
属の概要の表示

要員費用の分析
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表 5-1 (続き) 要員のタスク

タスク 実行するタスク 詳細情報
要員をプロジェクトと統合した場
合は、次の情報を表示するダッシ
ュボードおよびフォームを確認し
ます:
• 稼働率およびスタッフ配属概
要。

• プロジェクト全体における
FTE要件。

• プロジェクト別 FTE要件。
• 従業員稼働率。必要に応じ
て、従業員をプロジェクトに
再割当てすることもできま
す。

• 従業員の割当て。

プロジェクト稼働率の分析

ビデオ

目的 視聴するビデオ
要員でのデータ入力について学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudの要員で
のプランニング・データの入力.

トラブルシューティング
要員の問題のトラブルシューティングの詳細は、オペレーション・ガイドのWorkforce Planning
の問題の修正を参照してください。

ユーザー変数の設定
各プランナは、次に説明する変数を設定する必要があります。
1. ホームページで「ツール」、「ユーザー・プリファレンス」、「ユーザー変数」の順にクリッ
クします。

2. 次のユーザー変数を設定します:

• エンティティ
• シナリオ
• バージョン
• レポート通貨
• 年
財務の場合は、「勘定科目」ディメンションのために次のユーザー変数を設定します:

• 「費用勘定科目」変数では、OFS_Total Expensesなどの、フォームに表示する勘定科
目を含む親勘定科目を選択します。

• 「費用ドライバ」変数では「OFS_Expense Drivers for Forms」を選択します。
• 「予算の改訂」が有効になっている場合は、「勘定科目グループ」変数を設定します。
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「勘定科目グループ」ユーザー変数は、「現在の承認済予算」や「現在の純予算」など
の「予算の改訂」のフォームに表示される一連の勘定科目をフィルタします。たとえ
ば、ニーズに応じて、費用、収益、負債、資産勘定科目またはすべての勘定科目タイ
プの合計を選択できます。

財務では、「予算の改訂」を使用している場合は、「表示」の「日付フォーマット」を「yyyy-
MM-dd」に設定する必要があります。ホームページで「ツール」、「ユーザー・プリファレ
ンス」をクリックして、「表示」をクリックします。
要員では、次の追加のユーザー変数を設定します。
• 従業員の親—新規採用や既存の従業員など、選択した「従業員の親」メンバーに基づ
いてフォームに表示する従業員を含めるか除外することができるようにすることで、
フォームを管理しやすくします。

• 期間 - 新規採用に対するコメントを、すべての従業員/ジョブに対する「報酬合計」と
同様に、「一括更新」フォームに表示できます。

資本、要員およびプロジェクトには独自の動的な変数(「コンテキストの使用」オプションで定
義)があり、ユーザー変数は「視点」で使用できます。動的変数では、ユーザー変数の値はフォ
ームのコンテキストにより動的に変更されます。ユーザーはデフォルト値を設定する必要があ
りません。

報酬費用の管理
従業員関連情報を更新する前に、現在の費用トレンドおよび要約を確認する場合は、「報酬」、
「概要」の順にクリックまたはタップします。

採用要請の管理
採用要請があると、誰かが採用されてその要請を充足するまで、プレースホルダー費用が要員
予算に追加されます。従業員が採用されて採用要請を充足すると、プレースホルダー採用要請
費用が採用された従業員に転送されて関連付けられます。
採用要請機能は、次の要員機能が有効になっている場合に使用可能になります:

• 「粒度」タイプが「従業員」または「従業員とジョブ」
• 「要員管理」の下の「新規採用」オプション
要員要請が使用可能な従業員数を超えた場合、「新規採用」機能を使用して次の操作を実行でき
ます:

• 従業員により充足される採用要請の追加
• 採用要請のステータスの変更
• 採用要請と従業員との関連付け
• 採用要請の削除
• 最終的な報酬費用の計算
要員では、最初に 100件の空白の新規従業員採用要請が提供され、これを使用して、後から必
要に応じて追加できます。採用要請を追加するには、「アクション」から「報酬プランニング」、
「従業員の管理」、「採用要請の追加」の順に使用します。(他の採用要請オプションにも同じ順
序を使用してください。)
従業員の採用により採用要請を充足するとき、採用要請をその従業員に関連付けます。照合済
FTEの値は、採用要請 FTEの値と等しくなります。つまり、採用要請の FTEと人数が減らさ
れ、関連する従業員に割り当てられます。
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採用要請を従業員に関連付けるには:

1. 必要に応じて採用要請を追加します。
採用要請の追加を参照してください。

2. 従業員を採用要請と関連付けます。
このアクションによって、FTE/人数が既存の関連従業員に転送されます。新規の採用要請
プロパティ「照合済 FTE」および「照合済人数」が移入されます。従業員の採用を参照し
てください。

3. 採用要請の使用可能な FTEが既存の関連従業員に割り当てられた後は、その採用要請は要
員報酬費用に計上されなくなるため、削除してもかまいません。

採用要請の追加
要員要請が使用可能な従業員数を超えた場合、従業員により充足される採用要請を追加できま
す。複数の要請を同時に作成して、FTE、従業員タイプ、期間および給与を設定できます。
概要は、採用要請の管理を参照してください。

ノート:

このトピックは、「従業員」および「従業員とジョブ」の粒度オプションにのみ適用
されます。

採用要請を追加するには:

1. 「報酬プランニング」、「従業員の管理」、「新規採用」の順にクリックします。
2. 右クリックして「採用要請の追加」を選択します。
3. 「要請詳細」で、次の側面を設定し、「次」をクリックします。

• 追加する要請の数
• それぞれの FTEの値
• 従業員タイプ(たとえば、「常勤」、「契約社員」または「臨時」)

4. 「カレンダ情報」で、要請の費用を費用計算に含める場合に設定する「開始日」およびオプ
ションで「終了日」を選択し、「次」をクリックします。
従業員の終了日を把握している場合は、「終了日」を選択します。終了期間の指定は、臨時
従業員に対して特に便利です。そうすることで、「退職プラン」ルールを使用して退職を計
画する必要がなくなります。要員費用の計算は、開始日に開始して終了日に終了します。
終了期間オプションを使用する場合、終了年と終了月を両方選択する必要があることに注
意してください。

5. 管理者が新規採用に対して功績ベースのプランニングを有効にしている場合、実行してい
る功績プランニングのタイプに応じて、「功績月」の入力を求められることがあります。「功
績月」は、年ごとに功績昇給を付与する月を指定します。

6. 「ジョブと給与オプション」で、オプションを選択して「次」をクリックします。
• 要請の対象となるジョブ
• 要請の対象となる組合コード
• 要請の給与を設定するためのオプション:
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– 給与のデフォルト: 「報酬プランニング」の「デフォルト」タブで設定する給与の
デフォルトに基づいて給与を設定するよう選択します。

– 給与基準とレート: 給与レート(6000など)と給与基準(月次など)を直接入力するよ
う選択します。

– 給与等級: 給与等級を選択することで給与を設定するよう選択します。管理者が給
与等級をインポートし、ユーザーは「報酬プランニング」、「仮定」、「給与等級」の
順に選択して新規採用のデフォルトを設定します。
給与オプションを選択しない場合、給与のデフォルトが使用されます。「給与基準
とレート」または「給与等級」を選択すると、給与のデフォルト割当てはすべてオ
ーバーライドされます。

7. 採用要請のコメントを追加し、「次」をクリックします。
8. 「起動」をクリックします。
追加所得、福利厚生、税金、人数などは、指定した時間範囲において指定した要請を対象
に計算されます。

必要に応じて、追加した採用要請の給与レート、給与基準、給与等級または終了期間を後から
変更できます。採用要請の更新を参照してください。雇用予定者(TBH)が採用された従業員に
関連付けられた後で給与を更新するには、従業員報酬の更新を参照してください。

ヒント:

一度に多くの採用要請を追加する場合、「新規採用の処理」一括更新フォームを使用
できます。複数の従業員およびジョブの詳細の更新を参照してください。

採用要請の更新
採用要請を追加した後、そのステータスの説明、給与または期間を更新できます。要請を削除
することもできます。
採用要請を更新するには:

1. 「報酬プランニング」、「従業員の管理」、「新規採用」の順にクリックします。
2. 要請を削除するには: 削除する要請を右クリックし、「採用要請の削除」をクリックします。
要請が削除されると、関連付けられた FTE/人数および報酬費用は、計算に含まれなくなり
ます。

3. 要請を更新するには: 更新する要請を右クリックし、「要請の変更」をクリックします。
4. 「要請の変更」で、適用するオプションを選択し、「次」をクリックします。

• ステータス — 情報説明を要請に設定し、変更の発効日を指定する場合に選択します。
新しいステータスは、発効日以降から適用されます。
– 新規
– アクティブ
– 承認済
– 未承認
– 保留
– クローズ済 — 採用要請の「採用ステータス」を「クローズ済」に変更する場合は、
変更の発効日を指定できます。クローズ済の採用要請の終了日は、発効日の 1日前
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に更新されます。報酬データは、終了日に基づいて再計算されます。終了日が発効
日に基づいて移入されるのは、「クローズ済」ステータスの場合で、他のステータ
スでは移入されません。

ヒント:

要請の開始日より前の発効日は入力しないでください。「採用要請の削除」ル
ールを使用して、要請を削除します。

• 給与 - 要請の給与の基準、レートまたは等級を更新するよう選択します。ステップ 5に
進みます。

• 「カレンダの拡張」 - 要請の期間を拡張する場合に選択します。要請の要員費用の計算
は、要請の開始日に開始して終了日に終了します。ステップ 5に進みます。
開始日または終了日を変更して、要請のカレンダを拡張できます。

• 「カレンダの縮小」 - 要請の期間を縮小する場合に選択します。ステップ 6に進みます。
開始日または終了日を変更して、要請のカレンダを縮小できます。

5. 要請に関連付けられた給与を更新するには:

a. 更新の有効日を設定するために「年」および「期間: 自」を選択します。
b. 給与を設定するためのオプションを選択します。

• 給与のデフォルト - 「報酬プランニング」の「デフォルト」タブで設定する給与の
デフォルトに基づいて給与を設定するよう選択します。

• 給与基準とレート - 給与レート(6000など)と給与基準(月次など)を直接入力する
よう選択します。

• 給与等級 - 給与等級を選択することで給与を設定するよう選択します。管理者が
給与等級をインポートし、ユーザーは「報酬プランニング」、「仮定」、「給与等級」
の順に選択して新規採用のデフォルトを設定します。
給与オプションを選択しない場合、給与のデフォルトが使用されます。「給与基準
とレート」または「給与等級」を選択すると、給与のデフォルト割当てはすべてオ
ーバーライドされます。

6. 要請の期間を拡張するには:

a. プロパティのコピー元で、要請プロパティを拡張範囲にコピーする基準として使用す
る月を選択します。このオプションにより、「FTE」、「ステータス」、「従業員タイプ」、
「支払タイプ」などの側面を拡張範囲に繰り越すことができます。

b. データのコピー元となる「年」および「月」を選択し、新しい「開始日」または「終
了日」(あるいはその両方)を指定します。
開始日を前に移動するか、終了日を後に移動するか、あるいはその両方の組合せによ
って、要請の期間を拡張できます。
開始日および終了日を指定すると、「退職プラン」ルールを使用して退職を計画する必
要がなくなります。
「開始日」または「終了日」を入力する必要はありません。
「開始日」を選択しない場合、要員では既存の「開始日」が使用されます。
「終了日」を選択しない場合、要員ではこの採用要請がプランニング範囲の開始日から
終了日まで適用されます。

7. 要請の期間を縮小するには、「開始日」または「終了日」(あるいはその両方)を選択します。
開始日を後に移動するか、終了日を前に移動するか、あるいはその両方の組合せによって、
要請の期間を縮小できます。
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「開始日」または「終了日」を入力する必要はありません。
「開始日」または「終了日」を選択しない場合、要員では既存の「開始日」または「終了
日」が使用されます。

8. 「起動」をクリックします。
追加所得、福利厚生、税金、人数などは、指定した時間範囲において指定した要請を対象
に計算されます。

ヒント:

一度に多くの採用要請を更新する場合、「新規採用の処理」一括更新フォームを使用
できます。複数の従業員およびジョブの詳細の更新を参照してください。

従業員報酬の更新
アプリケーションの粒度に応じて、「従業員の詳細」で、「給与」、パフォーマンス評価、「FTE」、
「従業員タイプ」、「組合コード」および「デモグラフィクス」などの情報を更新できます。

ヒント:

また、複数の既存の従業員のデータを迅速に更新および処理することもできます。複
数の従業員およびジョブの詳細の更新を参照してください。

従業員報酬を表示および更新するには:

1. 「報酬プランニング」

、「従業員の詳細」

の順にクリックします。
2. 従業員の給与を更新するには、POVから従業員を選択し、次のようにします。

a. グリッド内を右クリックし、「既存の詳細の変更」を選択します。
b. 「従業員の変更」から、「給与」を選択し、「次」をクリックします。
c. 更新した給与の有効日として「年」および「期間: 自」を選択します。
d. 「給与オプション」から、次を選択します。

• 給与のデフォルト: 「報酬プランニング」の「デフォルト」タブで設定する給与の
デフォルトに基づいて給与を設定するよう選択します。

• 給与基準とレート: 給与レート(6000など)と給与基準(月次など)を直接入力するよ
う選択します。

• 給与等級: 給与等級を選択することで給与を設定するよう選択します。管理者が給
与等級をインポートし、ユーザーは「報酬プランニング」、「仮定」、「給与等級」の
順に選択して新規採用のデフォルトを設定します。
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給与オプションを選択しない場合、給与のデフォルトが使用されます。「給与基準
とレート」または「給与等級」を選択すると、給与のデフォルト割当てはすべてオ
ーバーライドされます。

e. 「起動」をクリックします。
従業員の給与は、指定した時間範囲の間に計算されます。

従業員のステータスの変更
従業員のステータスを変更するには:

1. 「報酬プランニング」、「従業員の管理」、「既存の従業員」の順にクリックします。
2. 行内の従業員を右クリックし、「既存の詳細の変更」を選択します。
3. 「従業員の変更」から、「ステータス」を選択します。
4. 新規ステータスを含む、該当する情報を選択します。

• アクティブ  - 従業員の要員費用が要員の計算に完全に含まれます。
• 疾病傷害 - 指定した期間、従業員の要員費用が計算されません。
• 休職 - 指定した期間、従業員の要員費用が計算されません。
• 産休 - 仮定に設定された部分的な支払係数に従って、従業員の要員費用が計算されま
す。部分的な支払係数によって従業員の給与に適用される支払パーセンテージが設定
されます。仮定にこのパーセンテージを設定するには、「報酬プランニング」、「仮定」
の順にクリックします。

• サバティカル  - 指定した期間、従業員の要員費用が計算されません。
5. ステータスの年、月および期間(月数)を選択します。コメントを追加することもできます。

従業員のジョブの変更
既存の従業員のジョブ割当を変更できます(たとえば、従業員の昇進、降格、別のジョブへの異
動)。このオプションは「従業員とジョブ」モデルで使用できます。
既存の従業員のジョブを変更するには:

1. 「報酬プランニング」、「従業員の管理」、「既存の従業員」の順にクリックします。
2. ジョブを変更する従業員を右クリックし、「ジョブの変更」を選択します。
3. ジョブ変更の詳細を入力し、「起動」をクリックします。

• 開始月 — ジョブ変更が発生する月を選択します。
• ソース・ジョブの選択 — 従業員の変更前のソース・ジョブを選択します。
• ターゲット・ジョブの選択 — 従業員の変更後のターゲット・ジョブを選択します。
ターゲット・ジョブとソース・ジョブは同一にできません。ソース・ジョブとターゲ
ット・ジョブが同一の場合、ルールは失敗します。

• 週次時間数 — オプションで、変更されたジョブの週次時間数を入力します。
「週次時間数」を変更しない場合は、ソース・ジョブの週次時間数がターゲット・ジョ
ブで使用されます。

• FTEの入力 — ターゲット・ジョブの FTEを入力します。
• 年 — ジョブ変更の年を入力します。

第 5章
報酬費用の管理

5-9



• コメント — オプションで、ジョブ変更に関連するコメント(たとえば、変更の理由)を
追加します。コメントは、「一括更新」フォーム、「データの処理およびデフォルトの
同期」および「更新されたデータの処理」に表示されます。

「ジョブの変更」ルールの実行時:

• 報酬データは、変更されたジョブの年月時点でターゲット・ジョブについて自動的に計算
されます。

• 変更されたジョブの年月時点でソース・ジョブのプロパティはすべてクリアされ、すべて
のプロパティはターゲット・ジョブに移動します。報酬データも、変更されたジョブの月
時点でソース・ジョブでクリアされます。

複数の従業員およびジョブの詳細の更新
複数の既存の従業員またはジョブのデータを迅速に更新および処理し、更新したデータを要員
で処理するには、「一括更新」フォームを使用できます。
「一括更新」フォームを使用すると、データをロードした後に情報を迅速に確認および編集でき
ます。各フォームは、最適な処理効率を実現するために設計されており、変更されたデータの
みを処理する Groovyルールに関連付けられています。どのフォームを使用するかは、更新対
象のデータの種類によって決まります。
既存のプロパティを変更したり、新しいレコードを追加してから、構成されたデフォルトの割
当てを適用できます。既存のプロパティを変更したり、新しいレコードを追加してから、デフ
ォルトの割当ておよびレートを上書きできます。給与を変更した後、福利厚生、追加所得およ
び税金に対して構成されたデフォルトの割当てを再適用できます。デフォルトの割当てを上書
きしてから、構成されたデフォルトを適用できます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
従業員およびジョブ情報を更新してから更新した
データを処理する方法について学習します。  

Oracle Enterprise Planning Cloudでの従業員およ
びジョブの一括更新の実行

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
この 45分のチュートリアルでは、複数の既存の従
業員またはジョブのデータを更新および処理し、更
新したデータを「一括更新」フォームを使用して要
員で処理する方法を示します。

 従業員およびジョブの一括更新の実行

既存の従業員、ジョブおよびエンティティのデフォルトを迅速に変更するには:

1. 「報酬プランニング」

、「一括更新」
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の順にクリックします。
2. 状況に最も適したフォームを選択します。

ノート:

各粒度オプション(「従業員」、「ジョブ」または「従業員とジョブ」)は、次のフォ
ームおよび Groovyルールをサポートしています。ただし、従業員モデルは従業
員の更新のみをサポートしており、ジョブ・モデルはジョブの更新のみをサポー
トしています。

表 5-2 一括更新の実行用のフォーム

目的 使用するフォーム/タブ 保存時に実行される Groovyル
ール

• 従業員またはジョブ・ドラ
イバの詳細に基づいて、福
利厚生、税金および追加所
得に関する更新済のエンテ
ィティのデフォルトを割り
当てます

• 従業員のプロパティ、ジョ
ブのプロパティまたは給与
関連の情報を更新します

• 福利厚生と税金ウィザード
内のコンポーネントの定義
に基づいて給与以外のコン
ポーネントを計算します

データの処理およびデフォルト
の同期
このフォームを更新する場合:
• 更新は、年範囲内の将来の
期間すべてにコピーされま
す。

• 福利厚生と税金ウィザード
内のコンポーネント定義お
よびレートとともにエンテ
ィティ・デフォルトを適用
します。

増分的なデータの処理とデフォ
ルトの同期

• 既存の福利厚生、税金また
は追加所得を更新、追加ま
たは削除します

• 従業員のプロパティまたは
ジョブのプロパティを更新
します

• 福利厚生と税金ウィザード
内のコンポーネントの定義
に基づいて給与以外のコン
ポーネントを計算します

更新されたデータの処理
このフォームを更新する場合:
• 更新は、年範囲内の将来の
期間すべてにコピーされま
す。

• 報酬は、フォームに入力さ
れたレートに基づいて計算
されます。

増分的なデータの処理と定義の
同期
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表 5-2 (続き) 一括更新の実行用のフォーム

目的 使用するフォーム/タブ 保存時に実行される Groovyル
ール

• 更新されたエンティティの
デフォルトを適用する従業
員またはジョブについて、
「処理」オプションを「は
い」に変更することにより、
従業員またはジョブ・ドラ
イバの詳細に基づいて福利
厚生、税金および追加所得
に関する更新済のエンティ
ティのデフォルトを割り当
てます

• 従業員の給与、基準および
レートを変更します

• 福利厚生と税金ウィザード
内のコンポーネントの定義
に基づいて給与以外のコン
ポーネントを計算します

デフォルトの同期
このフォーム上の POV内で選
択した年および月の給与の詳細
を更新する場合:
• 更新は、年範囲内の将来の
期間すべてにコピーされま
す。

• 変更した給与に基づいてエ
ンティティのデフォルトが
再適用および再計算されま
す。

増分的なデフォルトの同期

• 従業員またはジョブについ
て、「処理」オプションを
「はい」に変更することによ
り、福利厚生、税金および
追加所得に関するコンポー
ネント情報(レート変更、支
払頻度または最大値タイプ
など)全体にわたって変更を
適用します

• 既存の福利厚生、税金また
は追加所得を更新、追加ま
たは削除します

• 福利厚生と税金ウィザード
に用意されているコンポー
ネントの定義に基づいて給
与以外のコンポーネントを
計算します

定義の同期
所得、福利厚生または税金およ
び対応するオプションと層の割
当てを変更する場合:
• 更新は、年範囲内の将来の
期間すべてにコピーされま
す。

• 福利厚生と税金ウィザード
内のコンポーネント定義お
よびレートに基づいて報酬
が再計算されます。

増分的な定義の同期

• 新規採用要請を追加します
• 採用要請を変更します

ノート:

このフォームは、「粒
度」が「従業員」また
は「従業員とジョブ」
である場合に適用可
能です。

新規採用の処理
フォームを保存すると報酬が再
計算されます。

増分的なデータの処理とデフォ
ルトの同期

一括更新フォームについてのヒント:

• 選択した年に応じて、「プランニングと予測の準備」に定義された選択済の年の周期性
に応じて、月次、四半期ごと、または年間レベルで更新できます。四半期のデータを
入力した場合、報酬はその四半期の最初の月以降から計算されます。年次レベルのデ
ータを入力した場合、報酬はアプリケーションの最初の月から計算されます。
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• ユーザー変数「従業員の親」の値を選択して、採用要請または既存の従業員(あるいは
その両方)を表示できます。

• 「データの処理およびデフォルトの同期」および更新済データの処理フォーム: 「メン
バーの選択」リストを使用してフォームに別の「従業員/ジョブ」行を追加する前に、
POVに少なくとも 1つの従業員/ジョブ交差が存在する必要があります。

• 一括更新フォームで従業員(新規採用および既存の従業員)の「開始日」および「終了
日」を変更できます。フォームを保存すると、変更した行の報酬が計算されます。

• 一括更新フォームを使用して「終了日」を入力することで、複数の従業員を一度に非
アクティブにできます。このメソッドを使用する場合:

– 従業員のステータスは、「クローズ済」に変更されます。
– 人数および報酬の数は、「退職プラン」月の将来の期間用にクリアされます。
– FTEおよび功績月の情報は、「退職プラン」月の将来の期間(将来の年を含む)用に
クリアされません。

• または、「退職プラン」を使用して、従業員の退職を一度に 1つずつ計画できます。こ
のメソッドを使用する場合:

– 従業員ステータスは、「退職」または「辞職」に変更されます。
– FTE、人数および報酬は、「退職プラン」月の将来の期間用にクリアされます。

「退職プラン」の詳細は、従業員の退職のプランニングを参照してください。

従業員の採用
従業員を採用する場合、その従業員を既存の採用要請に関連付けます。
従業員を採用する場合、従業員をメンバーとして従業員ディメンションに追加します。次に、
その従業員を採用要請(TBH)に関連付けます。これにより、その FTEと人数がアプリケーショ
ンに割り当てられます。(採用要請の詳細は、採用要請の管理を参照してください)。新規従業
員を採用要請と照合した後は、「既存の従業員」フォームで従業員の要員情報を管理します。
新規採用した従業員を採用要請に関連付けるには:

1. 「報酬」、「従業員の管理」、「新規採用」の順にクリックします。
2. 新規採用と関連付ける採用要請を含む行をクリックし、「アクション」、「従業員の関連付
け」の順にクリックします。
新しい従業員の報酬費用が合計に追加され、採用要請の人数および報酬費用がクリアされ
ます。

従業員の退職のプランニング
従業員の辞職や雇用終了の際、従業員に関連付けられている報酬費用が退職月以降計算に含ま
れないようにするには、「退職プラン」を使用します。
従業員の退職を計画するには:

1. 「報酬プランニング」、「従業員の管理」、「既存の従業員」の順にクリックします。
2. 従業員を選択します。
3. 「アクション」、「退職プラン」の順にクリックします。
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4. 更新後の従業員ステータスがアクティブになる月と年、および従業員の退職理由を選択し、
オプションでコメントを追加します。

5. 「起動」をクリックします。
退職月からは、従業員の要員費用は計算に含められません。

ノート:

また、「一括更新」フォームを使用して複数の従業員を一度に非アクティブにするこ
とも、ステータスおよび費用の計算方法に違いがあっても可能です。詳細は、複数の
従業員およびジョブの詳細の更新を参照してください。

従業員の退職を元に戻すには:

1. 従業員に対して既存の従業員詳細の変更ルールを実行し、変更する「ステータス」を選択
し、従業員が退職した月から「アクティブ」に設定します。

2. 従業員に対して「ロードされたデータの処理」ルールを実行し、「期間」に従業員が退職し
た月の 1か月前を選択します。

従業員の異動
従業員の異動を行うと、報酬費用が計算される対象の部門(またはエンティティ )が変更されま
す。マネージャは、次のいずれかのプロセスを使用して従業員の異動を行います:

• 1ステップの異動 — ソース・エンティティとターゲット・エンティティの両方を所有する
場合(つまり、ソース・エンティティとターゲット・エンティティへのアクセス権限がある
場合)は、「異動」ルールを使用します。

• 「ジョブ」のみのアプリケーションでは、「異動人数」ルールを使用します。「異動人数」ル
ールを実行するとき、報酬データは自動的に計算されます。

• 2ステップの異動 — ソース・エンティティとターゲット・エンティティ両方へのアクセス
権限がない場合は、「転出」ルールおよび「転入」ルールを使用します。2ステップの異動
では、セキュリティが高くなります。たとえば、B部署エンティティへのアクセス権限が
なければ、A部署のマネージャは B部署のメンバー・データを表示できません。受入れ側
の部署で従業員が転入される同じ月に、その従業員を転出する必要があります。

• 従業員が転出された後、ソースでは転出月以降その従業員のデータの大部分がクリアされ
ます。「適用可能な組合コード」、「従業員タイプ」、「支払タイプ」および「ステータス」は
そのまま残りますが、「ステータス」は「転出」として表示されます。従業員がターゲット
に異動されたとき、ステータスがそのターゲットで「アクティブ」になり、当該従業員の
給与がターゲットで計算されます。

• 1ステップまたは 2ステップの異動で、カスタム・ディメンション、エンティティおよび
ジョブ全体で従業員を異動できます。従業員を 1つのソースから別のソースに異動すると
きに、ターゲット・ディメンションおよび異動月を選択します。1つ以上のターゲット・
ディメンションがソースと異なっている必要があります。そうでない場合、異動は失敗し
ます。「基本詳細」を使用してコア・ディメンションを選択します。「追加の詳細」をクリ
ックしてカスタム・ディメンションを選択します。同じことがジョブのみのモデルの異動
人数にも適用されます。

• 従業員の異動をプランニングする際は、新規採用に対して入力した日付ではなく、アプリ
ケーションの会計カレンダに沿った新しい月を入力してください。従業員の異動は、新規
採用に対して入力した日付ではなく、会計年および月に基づきます。
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• ソースの異動年に、FTEおよび人数など、従業員プロパティの大部分が異動月以降クリア
されます。「適用可能な組合コード」、「従業員タイプ」、「支払タイプ」および「ステータ
ス」はそのまま残りますが、「ステータス」は「転出」として表示されます。

• 従業員異動月が異動の年の功績月よりも後の場合、功績レートはソースからコピーされま
す。ターゲット・エンティティの後続の年については、ターゲット・レートに基づいて功
績レートが計算されます。従業員がアクティブでない場合、推奨功績レートは移入されま
せん。従業員異動月が功績月よりも前の場合、功績レートはターゲットからコピーされま
す。

• 「FTE仮定」および「人数仮定」勘定科目を使用して値が計算されますが、これはレポート
目的には使用できません。仮定、異動、退職などに基づいて正確な値を反映するように、
すべてのレポートの必要性にあわせて「合計 FTE」および「合計人数」勘定科目階層を使
用します。

2つのステップの従業員異動プロセスを使用するには:

1. 「報酬プランニング」、「従業員の管理」、「既存の従業員」の順にクリックします。
2. 「アクション」ギアをクリックし、「転出」をクリックします。
転出を行うと、従業員の名前が「保留中の異動の確認」フォームに表示されます。

3. 従業員をターゲットの部署に転入するには、「保留中の異動の確認」で従業員を選択し、「ア
クション」、「転入」の順に選択します。

ヒント:

プランの承認前に保留中の異動を確認することをお薦めします。

従業員の異動を元に戻すには:

1. ソースで、従業員に対して既存の従業員詳細の変更ルールを実行し、変更する「ステータ
ス」を選択し、従業員が異動された月から「アクティブ」に設定します。

2. ソースで、従業員に対して「ロードされたデータの処理」ルールを実行し、「期間」に従業
員が異動された前の月を選択します。

3. ターゲットで、データを削除するか、従業員のデータのクリアに必要なステップを実行し
ます。

ジョブの管理
アプリケーションが「ジョブ」粒度オプションに基づいている場合、「ジョブの追加」ルールを
使用して、ジョブおよび給与の変更ルールを追加し、ジョブの給与を変更できます。変更は、
指定した期間と月から有効になります。

ヒント:

フォームでジョブ・データを更新した場合、費用を再計算するために、「アクション」
ギアをクリックし、「ジョブ報酬の計算」ルールを実行します。たとえば、ジョブの
ステータスを変更した場合、そのジョブの FTEを確認してから、「ジョブ報酬の計
算」を実行します。

第 5章
報酬費用の管理

5-15



ジョブの追加
アプリケーションが「ジョブ」粒度オプションに基づいている場合、ジョブを追加し、プロパ
ティを設定できます。
ジョブを追加するには:

1. 「報酬プランニング」、「ジョブの管理」の順にクリックします。
2. POVを指定します。
3. 「アクション」ギアをクリックし、「ジョブの追加」を選択します。
4. 「ジョブの詳細」で、次のようにします。

• 「ジョブ」で、メンバー・セレクタをクリックし、位置を選択します。
• 「FTE」で常勤換算を入力します。
• ジョブの「常勤」、「契約社員」および「臨時」の人数を入力します。
• 「次」をクリックします。

5. 「カレンダ情報」で、ジョブの「開始年」および「開始月」を選択し、「次」をクリックし
ます。

6. 「支払タイプ」、「スキル・セット」および「給与オプション」で、次のオプションを選択し
ます。
• 支払タイプ - 「控除」または「非控除」など
• スキル・セット - Javaまたは管理など
• 給与オプション:

– 給与のデフォルト: 給与のデフォルトに基づいて給与を設定する場合に選択し、「起
動」をクリックします。
給与のデフォルトは、「報酬プランニング」の「デフォルト」タブで設定します。

– 給与基準とレート: このオプションを選択し、「次」をクリックし、「給与レート」
(6000など)を直接入力し、「給与基準」(「月次」など)を選択します。次に、「起動」
をクリックします。

– 給与等級: 給与等級を選択することで給与を設定するよう選択し、「次」をクリック
し、等級を選択します。次に、「起動」をクリックします。
「給与等級」を選択すると、デフォルトの割当てがバイパスされ、かわりに、特定
のレベル 0のエンティティ・メンバーまたは会社仮定エンティティ・メンバーの給
与等級基準およびレートが使用されます。給与等級は、「報酬プランニング」の「仮
定」タブで設定します。

ジョブが正常に追加されたことを示すメッセージが表示されます。ジョブの費用は、指定した
開始月および年から開始して計算されます。

ノート:

ジョブはジョブ・ディメンションのメンバーであるため、要員インタフェースを介し
てジョブを削除することはできません。かわりに、管理者がディメンション・エディ
タを使用してジョブ・メンバーを削除できます。または、既存のジョブの目的を再設
定することもできます。
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ジョブの給与の変更
アプリケーションが「ジョブ」粒度オプションに基づいている場合、給与の変更ルールを使用
して、ジョブの給与を変更し、変更が有効になる期間と年を指定できます。
ジョブの給与を変更するには:

1. 「報酬」、「ジョブの管理」の順に選択します。
2. POVを指定し、変更するジョブをクリックします。
3. 「アクション」ギア、給与の変更の順にクリックします。
4. 「給与オプション」で、次のようにします。

• 「年」メンバー・セレクタから、変更に対して有効な年を選択します。
• 「期間: 自」メンバー・セレクタから、変更に対して有効な月または期間を選択します。
• 「給与オプション」から、給与の設定方法を選択します。

– 給与のデフォルト: 給与のデフォルトに基づいて給与を設定し、「起動」をクリック
します。

– 給与基準とレート: このオプションを選択し、「次」をクリックし、「給与レート」
(6000など)を直接入力し、「給与基準」(「月次」など)を選択します。次に、「起動」
をクリックします。

– 給与等級: 給与等級を選択することで給与を設定するよう選択し、「次」をクリック
し、等級を選択します。次に、「起動」をクリックします。
「給与等級」を選択すると、デフォルトの割当てがバイパスされ、かわりに、特定
のレベル 0のエンティティ・メンバーまたは会社仮定エンティティ・メンバーの給
与等級基準およびレートが使用されます。
給与等級は、「報酬プランニング」の「仮定」タブで設定します。

ジョブの給与が正常に変更されたことを示すメッセージが表示されます。ジョブの費用は、指
定した開始月および年から開始して計算されます。

功績レートのプランニング
功績レートの増加は給与計算に加算されます。次の方法を使用して従業員の功績レートをプラ
ンニングできます:

• 従業員のパフォーマンス評価(「期待を満たす」、「期待を超える」、「功績なし」など)に基づ
きます。(管理者はパフォーマンス評価を作成またはインポートできます。)
この功績プランニング・オプションは、既存の従業員にのみ使用できます。

• デフォルト功績メンバーのエンティティ別にデフォルトのパーセンテージ評価を設定しま
す。従業員のパフォーマンス評価が設定されていない場合(パフォーマンス評価は「従業員
の詳細」フォームで設定および表示できます)またはより汎用的なレベルで功績レートをプ
ランニングする場合は、エンティティ別功績昇給のデフォルト・パーセント・レートを設
定できます。年の功績昇給はその念の基本給計算に含まれ、後続の年の基本給に繰り越さ
れます。
この方法は、管理者がまだパフォーマンス情報を持ってない場合、たとえば将来の年の功
績昇給をプランニングする場合に特に役立ちます。功績レートがエンティティ間で同じ場
合にプランニングを簡単にするには、ルール「功績レートのコピー」を使用して、功績レ
ートをあるエンティティから別のエンティティにコピーすることもできます。
この功績プランニング・オプションは、新規採用および既存の従業員に使用できます。
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• 「エンティティ当たり」レベルで「功績仮定」を使用してプランニングする場合、デフォル
トの功績レート、功績月およびカットオフ日別にプランニングします。通常、管理者はこ
れらの仮定を設定します。
この功績プランニング・オプションは、新規採用および既存の従業員に使用できます。

功績レートを設定するには:

1. をクリックします。
2. 「仮定」、「功績レート」の順にクリックします。
3. 「視点」リンクから、「シナリオ」、「バージョン」および「エンティティ」を選択します。
4. 優先する方法を使用して功績レートを設定します:

• パフォーマンス評価行で、功績パーセント・レートを入力します。
• パフォーマンス評価が設定されていない場合は、デフォルト功績行に功績パーセント・
レートを入力します。この値は、パフォーマンス評価が空白の場合にのみ給与計算で
使用されます。
オプション: あるエンティティから別のエンティティに功績レートをコピーするには、
「アクション」メニューからルール「功績レートのコピー」を実行します。ルールのプ
ロンプトで、功績レートをコピーする親または子エンティティ・メンバーと、レート
のコピー先のターゲット・レベル 0メンバーを選択します。ソース親メンバーを選択
すると、功績レートを簡単にプッシュできます。功績レートを別のエンティティにコ
ピーした後でも、「功績レート」フォームでレートを上書きできます。

ノート:

功績レートは、パフォーマンス評価とデフォルト功績メンバーのどちらに基
づくかにかかわらず、レベル 0のエンティティ・レベルで設定する必要があ
ります。管理者が企業の「仮定」(エンティティなし )メンバーで功績レートを
入力した場合、レートは「エンティティ合計」の特定のレベル 0の子メンバ
ーにコピーまたは追加されるまで有効になりません。個々のエンティティ所
有者は、ルール「功績レートのコピー」を使用でき、必要に応じてレートを
変更できます。

5. 「アクション」、「報酬の定義の同期」の順にクリックします。
このルールを実行すると、従業員の功績昇給の結果として変更される可能性のある税しき
い値が再計算されます。

報酬費用の計算
要員でデータを更新するたびに、費用を再計算するために「報酬の計算」ルールを実行する必
要があります。「アクション」、「報酬の計算」の順にクリックします。

ノート:

ビジネス・ルールの実行時に無効なデータに関するエラー・メッセージが表示された
場合、ルールのエラー・メッセージのトラブルシューティングを参照してください。
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デフォルトの同期
エンティティのデフォルトが追加されたとき、または既存のデフォルトが変更されたときは、
「デフォルトの同期」ビジネス・ルールを実行する必要があります。デフォルトの同期ルールを
実行すると、更新された構成情報がプッシュされ、更新された情報に基づいてフォームの計算
が行われます。
「デフォルトの同期」を実行するには、「アクション」、「ビジネス・ルール」、「デフォルトの同
期」の順にクリックまたはタップします。右クリック・メニューを使用して「デフォルトの同
期」を起動した場合は、選択されている従業員とジョブの組合せに対してこれを使用する必要
があります。
対象にあわせて次のようにビジネス・ルールを実行します:

• 1名のみの場合は、その人物の名前を含む行をハイライト表示してからビジネス・ルール
を実行します。

• 複数の人物の場合、または実行時プロンプトを使用してディメンションを選択する場合は、
空の行をハイライト表示してからビジネス・ルールを実行します。

ノート:

既存の給与等級、福利厚生、税金または追加所得が更新された場合、更新された定義
を従業員およびジョブにプッシュするには、コンポーネント定義の同期ビジネス・ル
ールを実行します。このビジネス・ルールは、エンティティのデフォルトを更新しま
せん。

ノート:

新しいデータのインポートが完了したら、ビジネス・ルール「ロードされたデータの
処理」を実行して、データをプランニング年範囲の必要な期間にコピーします。この
ビジネス・ルールを実行すると、代替変数&CurYrおよび&CurMnthからの情報がコピ
ーされます。

ヒント:

複数の既存の従業員またはジョブのデータを迅速に更新および処理するには、「一括
更新」フォームを使用できます。各フォームは、変更されたデータのみを処理する
Groovyルールに関連付けられています。複数の従業員およびジョブの詳細の更新を
参照してください。

ノート:

ビジネス・ルールの実行時に無効なデータに関するエラー・メッセージが表示された
場合、ルールのエラー・メッセージのトラブルシューティングを参照してください。
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ルールのエラー・メッセージのトラブルシューティング
データを操作しやすくするために、要員では様々な場所でスマート・リスト・ドロップダウン・
リストが使用されています。プロパティ「メンバーから作成」で定義されたスマート・リスト
では、スマート・リストの数値 IDではなくテキスト・データ(メンバー名)が使用されます。ア
プリケーション内のスマート・リストに誤って数値データが含まれている場合や、データが欠
落している場合は、「ロードされたデータの処理」や「デフォルトの同期」などの事前定義済ビ
ジネス・ルールを実行すると、エラー・メッセージが表示されます。
不適切なスマート・リスト値を見つけて修正するには:

1. 「報酬プランニング」、「デフォルト」の順にクリックします。
2. 「給与」、「追加所得」、「福利厚生」および「税金」の各タブで、エンティティのデフォルト
を確認します。
従業員のプロパティおよび報酬に関連する無効なデータ(テキスト・データではなく数値デ
ータ)がないか確認します。

3. 従業員とジョブの組合せに無効なスマート・リスト値がないことを確認するには、「検証」

タブ タブをクリックします。
スマート・リストに数値データが存在する場合、管理者が、その従業員とジョブの組合せ
のデータをリロードするか、欠落しているメンバーを階層に追加することにより、このエ
ラーを修正できます。その後、スマート・リスト・ドロップダウン・リストからそのメン
バーを選択できます。あるいは、ニーズに合う別のスマート・リスト値を選択することも
可能です。

非報酬費用の管理
「その他費用」 を使用して、非報酬費用(研修や出張費用など)を管理します。
• 費用のサマリーを表示するには、「サマリー」をクリックします。
• 非報酬費用を追加または更新するには、「非報酬費用」をクリックします。

Strategic Workforce Planning
Strategic Workforce Planningは、組織の長期的な戦略に基づいて適切なスキル・セットと人
数を確保するのに役立ちます。多くの場合、戦略プランニングは人事部門により推進され、通
常は 2年から 10年先を見越して次のような要因について検討します。
• 定年を含む、減員率
• 特定のスキル・セットおよび人数を必要とする新規製品ラインまたはテクノロジ
• 定着にフォーカスする必要のある最もクリティカルなジョブ役割
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ノート:

「Strategic Workforce Planning」機能は、管理者がリリース 22.10より前にこれを
有効にしている場合のみ使用できます。

Strategic Workforce Planningで、戦略が適切な要員によってサポートされるようにし、企業
の長期的戦略を実行計画に転換します。将来的な要員のトレンドとギャップについて定期的か
つ積極的に予見する方法が提供されます。

将来の要員要件を分析するには、 をクリックします。次に、予見される要員要件を入
力します。
• 戦略的人数プランニング: 常勤人数と退職人数などの将来の人数ターゲットを設定します。
• 戦略人数減員率: 各ジョブのターゲット減員率を設定します。
• 戦略人数ドライバ: 戦略人数の需要を計画するための人数ドライバを入力します。
• 戦略人数ドライバ・レート: 戦略人数の需要を計画するための人数ドライバ・レートを入力
します。

デモグラフィクスの管理
デモグラフィクスには、「民族」、「性別」、「宗教」、「退役軍人ステータス」、「最終学歴」、「年齢
層」など、各個人に固有の従業員属性の説明が示されます。デモグラフィクスを分析すると、
次のことに役立ちます:

• 採用における公平性の保証
• 高齢労働者の退職に伴う人材ギャップの是正
• 将来のプロジェクトに必要な従業員数およびスキル・セットの調査
たとえば、新規従業員の属性を設定する目的で、デモグラフィクスを表示および更新するには、
「デモグラフィクス」をクリックします。次に:

• デモグラフィクス別人数のグラフィック・サマリーを表示するには、「人数概要」をクリッ
クします。

• デモグラフィクス別要員費用のグラフィック・サマリーを表示するには、「要員費用概要」
をクリックします。

• 従業員およびジョブ別のデモグラフィクスを設定するには、「従業員デモグラフィクス」を
クリックします。
ダッシュボードで正しい計算を確認するには、「従業員別デモグラフィクス」フォームで、
任意のデモグラフィクス・メンバー(未指定のデモグラフィクス・メンバーを含む)を選択で
きます。ただし、「<demographic_member_name>なし」メンバー(例: 「最終学歴なし」、
「年齢層なし」、「性別なし」など)は選択しないでください。

ノート:

組織がどのデモグラフィクスを追跡するかは、管理者が設定します。
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要員費用の分析
要員では、人数、報酬、トレンド、スキル・セットなどの概要を把握できるように、事前定義
済のダッシュボードが提供されています。ダッシュボードから、リンクをクリックまたはタッ
プすることにより、詳細データにドリルできます。また、様々な方法で what-if分析を実行する
こともできます。たとえば、グリッド内の値を変更すると、チャートにその即時影響が表示さ
れます。

分析ダッシュボードにアクセスするには、要員で「分析」 をクリックし、垂直タブ
に表示されたデータを検索します。

プロジェクト稼働率の分析
要員とプロジェクトとの間の統合を有効にした場合は、プロジェクトの稼働率分析

コンポーネントにより、要員メトリックを把握できる事前定義済のダッシュボー
ドおよびフォームが提供されます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
プロジェクトの従業員稼働率の分析について学習
します。  

Oracle Enterprise Planning Cloudでの従業員稼働
率の分析

1. プロジェクト稼働率を確認するには、ホームページから「要員」、「分析」、「プロジェクト
稼働率」タブの順にクリックします。

2. 「アクション」メニューから、「集約」をクリックします。
3. 水平タブをクリックして、次の情報を表示するダッシュボードを確認します:

• 稼働率およびスタッフ配属概要。
• プロジェクト全体における FTE要件。
• 従業員稼働率。必要に応じて、従業員をプロジェクトに再割当てすることもできます。
• プロジェクト別 FTE要件。
• 従業員稼働率。
• 従業員の割当て。
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6
プロジェクトの操作

次も参照:

• タスクの概要
• EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合
• ユーザー変数の設定
• プロジェクトの追加およびプロジェクト詳細の入力
• プロジェクト仮定の入力
• 費用のプランニング
• 収益のプランニング
• プロジェクトの資産計上
• プロジェクト・ルールの実行
• プロジェクトでのローリング予測の使用
• 予測データの準備
• ダッシュボードを使用したプロジェクト財務の分析
• プロジェクト・パフォーマンスの分析

タスクの概要
プロジェクトで実行するタスクを確認します。一般に、プロジェクトの計画は次の順序で行い
ます:

1. ユーザー変数を設定しますユーザー変数の設定。
2. プロジェクトの詳細を入力します。プロジェクトの追加およびプロジェクト詳細の入力を
参照してください。

3. 管理者により設定されたプロジェクト標準レート仮定を確認または入力します。プロジェ
クト仮定の入力を参照してください。

4. プロジェクトの費用および収益を管理します(費用および収益に対するドライバ・ベースの
仮定の設定を含む)。費用のプランニングおよび収益のプランニングを参照してください。

5. オプション:

• 資本プロジェクトの場合、プロジェクトが資本と統合されていれば、プロジェクトの
資産計上を計画できます。プロジェクトの資産計上を参照してください。

• 契約プロジェクトの場合、収益認識の履行義務およびパーセンテージを定義し、収益
認識のWhat-If分析を実行します。収益認識義務詳細の定義を参照してください。

• ローリング予測範囲にわたってプロジェクトを分析します。プロジェクトでのローリ
ング予測の使用を参照してください。
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6. ダッシュボードおよび分析を確認します。ダッシュボードを使用したプロジェクト財務の
分析およびプロジェクト・パフォーマンスの分析を参照してください。

ノート:

管理者が有効にした機能によっては、この項に示すすべての機能が表示されないこと
があります。

ノート:

13期間アプリケーションで、月のラベルが付けられているアーティファクトの場合、
月は、カレンダ月ではなく、13期間カレンダを使用して定義された期間を表します。

開始するには、「プロジェクト」 をクリックし、コンポーネントを選択します:

表 6-1 プロジェクトのタスク

タスク 実行するタスク 詳細情報

プロジェクト・サマリー

• プロジェクトの「概要」ダッ
シュボードおよび「差異」ダ
ッシュボードを確認します。

• 新規のプロジェクトを追加
し、プロジェクト詳細を入力
します。

• プロジェクト・レート仮定
(「標準レート」、「諸経費」、「労
働日数および労働時間数」お
よび「割引率」を含む)を確認
します。

• ダッシュボードを使用したプ
ロジェクト財務の分析

• プロジェクトの追加およびプ
ロジェクト詳細の入力

• プロジェクト仮定の入力
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表 6-1 (続き) プロジェクトのタスク

タスク 実行するタスク 詳細情報

費用

ベスト・プラクティスのドライ
バ・ベース・モデルを使用して、
組込みの計算を使用するか、費用
を直接入力するかして、プロジェ
クト費用を計画します。労務(レ
ートドリブン費用を含む)、設備
(資産クラスに基づくレートを含
む)および材料(標準材料コストに
基づくレートを含む)などの費用
を計画できます。
• ダッシュボードでプロジェク
ト総費用を確認します。

• ドライバ・ベース費用仮定を
設定します。

• 費用を直接入力し、プロジェ
クト・ベネフィットを計画し
ます。

• プロジェクト費用の詳細を確
認します。

• プロジェクト・レート仮定
(「標準レート」、「諸経費」、「労
働日数および労働時間数」お
よび「割引率」を含む)を確認
します。

• プロジェクト仮定の入力
• 費用のプランニング

 収益

契約プロジェクトの場合のみ、プ
ロジェクト収益を計画します。組
込み分析ツールを使用して、プロ
ジェクトのパフォーマンスを分析
します。
• ダッシュボードで契約プロジ
ェクトの総収益を確認しま
す。

• ドライバ・ベースの収益仮定
を設定します。

• 収益を直接入力します。
• 収益認識の履行義務およびパ
ーセンテージを定義し、収益
認識のWhat-If分析を実行
します。

• NPV、ROI、EVMなどのメト
リックを使用して、プロジェ
クトの差異およびパフォーマ
ンスを追跡することにより、
プロジェクト収益の詳細を確
認および分析します。

• プロジェクト・レート仮定
(「標準レート」、「諸経費」、「労
働日数および労働時間数」お
よび「割引率」を含む)を確認
します。

• プロジェクト仮定の入力
• 収益のプランニング
• 収益認識義務詳細の定義
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表 6-1 (続き) プロジェクトのタスク

タスク 実行するタスク 詳細情報

 分析

• 差異、キャッシュ・フローお
よび収益性を表示する組込み
の計算およびダッシュボード
を使用して、プロジェクトを
分析します。

• ROI、NPV、FTEなどの組込
み KPI計算を確認します。
プロジェクト総費用およびキ
ャッシュ・フローを確認しま
す。

• 事前定義済のフォームのリス
トを確認します。

• プロジェクト・パフォーマン
スの分析

• フォームおよび指示の確認

ビデオ

目的 視聴するビデオ
プロジェクトでのデータ入力について学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudのプロジ
ェクトでのプランニング・データの入力.

EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合
EPM Planningプロジェクト・モジュール(プロジェクト)と Oracle Fusion Cloud Project
Management (プロジェクト管理)を統合して、組織のプランニングおよび予算作成を行い、プ
ロジェクトを実行できます。EPM Planningプロジェクトを使用して、新しいプロジェクトを
開発し、プロジェクト予算を作成し、戦略的企業プランを開発します。プロジェクト管理を使
用して、承認済プロジェクトの実行およびコスト回収を行います。実績コストは、EPM
Planningプロジェクトを使用して、予算分析、予測および再プランニングに含められます。

統合された EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の操
作タスクの概要

EPM Planningプロジェクトをプロジェクト管理と統合している場合は、通常、次のワークフ
ローを使用してプロジェクト・プランニングを実行します:

1. ユーザー変数を設定しますユーザー変数の設定。
2. プロジェクトを作成し、プロジェクト詳細を入力します。プロジェクトの追加およびプロ
ジェクト詳細の入力を参照してください。
EPM Planningプロジェクトをプロジェクト管理と統合した場合は、プロジェクト名、説明
および日付を入力した後、プロジェクト名に関連付けられるプロジェクト番号を入力し、
プロジェクトに関連付けるプロジェクト管理テンプレートを選択します。
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理を統合した場合、最初にプロジェクトを追
加する際は、「プロジェクト・ステータス」は「新規」で、「プロジェクト統合ステータス」
は統合ステータスなしになります。

3. 管理者により設定されたプロジェクト標準レート仮定を確認または入力します。プロジェ
クト仮定の入力を参照してください。
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4. プロジェクト費用を管理します(費用のドライバ・ベースの仮定の設定を含む)。費用のプラ
ンニングを参照してください。費用の入力が完了したら、「アクション」メニューから「費
用の計算」を選択します。

5. 「プロジェクト詳細」フォーム上のプロジェクトを承認します。「プロジェクト・サマリ
ー」、プロジェクト・タイプに対応する垂直タブ、「プロジェクト詳細」の順にクリックし
ます。プロジェクトを選択し、「アクション」メニューから「プロジェクトの承認」を選択
します。または、ホームページで「ルール」をクリックし、「プロジェクトの承認」を起動
します。
プロジェクトの「プロジェクト統合ステータス」が初期になっていることに注意してくだ
さい。
プロジェクトおよびプロジェクト予算をプロジェクト管理にエクスポートするには、「プロ
ジェクト・ステータス」が「承認済」、および「プロジェクト統合ステータス」が初期(承
認済だがまだプロジェクト管理にプッシュされていない)または「準備完了」(承認済ですで
にプロジェクト管理にプッシュされており、プロジェクト管理への後続のプッシュの準備
ができている(予算変更の場合など))である必要があります。

ヒント:

統合ステータスが「エラー」の場合は、「プロジェクト詳細」フォームの「アクシ
ョン」メニューから「プロジェクト統合エラー・ステータスの変更」ルールを実
行して、統合ステータスを「エラー」から初期または「準備完了」のいずれかに
変更します。このルールは、統合の前の統合でエラー・ステータスになった場合
に使用して、プロジェクトで後続の統合を準備できるようにします。

6. プロジェクトの準備ができて承認されたら、プロジェクトおよびプロジェクト予算をプロ
ジェクト管理にエクスポートします。管理者が統合をどのように設定しているかによっ
て、このタスクの実行には 2つの方法があります:

• 管理者がこのタスクを実行するようにジョブを設定している場合があります。
• 管理者がこのタスクを実行するジョブを設定していない場合、データ統合の統合を使
用して、プロジェクトおよび予算をエクスポートできます。EPM Planningプロジェク
トからプロジェクト管理へのプロジェクト・データおよび予算のエクスポートを参照
してください。

ノート:

データ統合の統合を使用してプロジェクトおよび予算をエクスポートする場
合、エクスポートの前にデータベースをリフレッシュします。

7. プロジェクト管理でプロジェクトを管理します。プロジェクトの実績の準備ができたら、
プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトに実績データをインポートします。管
理者が統合をどのように設定しているかによって、このタスクの実行には 2つの方法があ
ります:

• 管理者がこのタスクを実行するようにジョブを設定している場合があります。
• 管理者がこのタスクを実行するジョブを設定していない場合、データ統合の統合を使
用して、実績をインポートできます。プロジェクト管理から EPM Planningプロジェク
トへの実績データのインポートを参照してください。
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ノート:

データ統合の統合を使用して実績をインポートする場合、インポートの後に
「プロジェクトのロール・アップ」ルールを実行します。

8. 「費用の確認と調整」(OPF_Adjust Project Expenses)フォームを使用して、インポートされ
たデータを確認し、予算全体を調整します。ホームページで「プロジェクト」、「費用」、「プ
ロジェクト費用の確認」の順にクリックします。「費用の確認と調整」が選択されていない
場合はクリックします。
データ統合の統合を使用する場合、フォームに変更を加える前に、「インポート済プロジェ
クトの計算」ルールを実行して、更新された情報を確認します。管理者が実績をインポー
トするジョブを使用している場合、このルールは自動的に実行されます。

ヒント:

フォームで「インポート済プロジェクトの計算」を実行すると(フォームで「アク
ション」、「ビジネス・ルール」、「インポート済プロジェクトの計算」の順にクリ
ックします)、現在のプロジェクトの値が計算されます。すべてのプロジェクトに
対してルールを実行するには、「ルール」カードのルールを実行します。ホームペ
ージで「インポート済プロジェクトの計算」、「起動」の順にクリックします。

フォームには、プロジェクト管理からインポートされたデータと EPM Planningプロジェ
クトの予算データの両方が表示されます。
予算と実績を比較する差異分析を実行することもできます。ホームページで「プロジェク
ト」、「プロジェクト・サマリー」、プロジェクト・タイプの順にクリックします。次に、「間
接プロジェクト差異」または「資本プロジェクト差異」をクリックします。

9. 予算が変更された場合は、「プロジェクト詳細」フォームでプロジェクトを再度承認しま
す。「プロジェクト・サマリー」、プロジェクト・タイプに対応する垂直タブ、「プロジェク
ト詳細」の順にクリックします。プロジェクトを選択し、「アクション」メニューから「プ
ロジェクトの承認」を選択します。

10. プロジェクトおよびプロジェクト予算をプロジェクト管理にエクスポートして、プロジェ
クト・プランニング・サイクルの必要に応じて、プロジェクト管理から実績を繰り返しイ
ンポートします。
プロジェクトおよびプロジェクト予算をプロジェクト管理にエクスポートするたびに、プ
ロジェクト管理に新しい予算バージョンが表示されます。

プロジェクト管理での作業の詳細は、プロジェクト財務管理および助成金管理の実装の
Enterprise Performance Managementとプロジェクト管理の連携方法を参照してください。

EPM Planningプロジェクトからプロジェクト管理へのプロジェ
クト・データおよび予算のエクスポート

プロジェクトを作成し、プロジェクト費用を入力し、プロジェクト予算の準備ができて EPM
Planningプロジェクトで承認されたら、データ統合の統合を実行してプロジェクトおよびプロ
ジェクト予算をプロジェクト管理にエクスポートします。このタスクは継続的に実行できま
す。
または、管理者がこのタスクを実行するようにジョブを設定している場合があります。
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EPM Planningプロジェクトからプロジェクト管理にエクスポートすると、プロジェクト管理
のプロジェクトが更新されるか、新しいプロジェクト管理のプロジェクトが作成されます。
前提条件
プロジェクトおよびプロジェクト予算をプロジェクト管理にエクスポートするには、「プロジェ
クト・ステータス」が「承認済」、および「プロジェクト統合ステータス」が初期(承認済だが
まだプロジェクト管理にプッシュされていない)または「準備完了」(承認済ですでにプロジェ
クト管理にプッシュされており、プロジェクト管理への後続のプッシュの準備ができている(予
算変更の場合など))である必要があります。
また、統合を実行する前にデータベースをリフレッシュします。
プロジェクトおよびプロジェクト予算をエクスポートするには:

1. ホームページで、「アプリケーション」、「データ交換」の順にクリックします。
2. 「データ統合」で、プロジェクトのエクスポートを選択して、「実行」 をクリックします。
オプションを指定して、「実行」をクリックします。

ノート:

プロジェクト管理に複数のカレンダがある場合は、プロジェクトのエクスポート
で使用できる統合が複数あり、それぞれの先頭には別の名前が付いています。実
装に必要な統合を実行します。

オプション:

• インポート・モード - 置換
• エクスポート・モード - 置換
• 開始期間 - 開始期間を選択します
• 終了期間 - 終了期間を選択します
この統合に関連するフィルタは管理者によって設定されています。
プロジェクト統合ステータスは、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の間で同
期されます。
この統合が完了するまで待ってから次に進みます。

3. 「データ統合」で、「プロジェクト予算のエクスポート」を選択して、「実行」 をクリック
します。オプションを指定し、「実行」をクリックします。

ノート:

プロジェクト管理に複数のカレンダがある場合は、「プロジェクト予算のエクスポ
ート」で使用できる統合が複数あり、それぞれの先頭には別の名前が付いていま
す。実装に必要な統合を実行します。

オプション:

• インポート・モード - 置換
• エクスポート・モード - 置換
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• 開始期間 - 開始期間を選択します
• 終了期間 - 終了期間を選択します
この統合に関連するフィルタは管理者によって設定されています。

4. プロジェクト管理でデータを確認します。予算バージョンの名前は EPM-Date-
Timestampです。

EPM Planningプロジェクトでプロジェクトおよびプロジェクト予算を追加または更新する場
合は、必要に応じてこれらのステップを繰り返します。

プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトへの実績デー
タのインポート

プロジェクト管理で実績の準備ができたら、データ統合の統合を実行して EPM Planningプロ
ジェクトに実績データをインポートします。このタスクは継続的に実行できます。
または、管理者がこのタスクを実行するようにジョブを設定している場合があります。
データは OEP_Actualsにインポートされます。
1. ホームページで、「アプリケーション」、「データ交換」の順にクリックします。
2. 「データ統合」で、プロジェクト実績のインポートを選択して、「実行」 をクリックしま
す。オプションを指定し、「実行」をクリックします。

ノート:

プロジェクト管理に複数のカレンダがある場合は、プロジェクト実績のインポー
トで使用できる統合が複数あり、それぞれの先頭には別の名前が付いています。
実装に必要な統合を実行します。

• インポート・モード - 置換
• エクスポート・モード - マージ
• 開始期間 - 開始期間を選択します
• 終了期間 - 終了期間を選択します
この統合に関連するフィルタは管理者によって設定されています。

3. 「プロジェクトのロール・アップ」ルールを実行します。
プロジェクト管理で使用できる新しい実績がある場合は、必要に応じてこれらのステップを繰
り返します。

ユーザー変数の設定
各プランナは、次に説明する変数を設定する必要があります。
1. ホームページで「ツール」、「ユーザー・プリファレンス」、「ユーザー変数」の順にクリッ
クします。

2. 次のユーザー変数を設定します:

• エンティティ
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• シナリオ
• バージョン
• レポート通貨
• 年
財務の場合は、「勘定科目」ディメンションのために次のユーザー変数を設定します:

• 「費用勘定科目」変数では、OFS_Total Expensesなどの、フォームに表示する勘定科
目を含む親勘定科目を選択します。

• 「費用ドライバ」変数では「OFS_Expense Drivers for Forms」を選択します。
• 「予算の改訂」が有効になっている場合は、「勘定科目グループ」変数を設定します。
「勘定科目グループ」ユーザー変数は、「現在の承認済予算」や「現在の純予算」など
の「予算の改訂」のフォームに表示される一連の勘定科目をフィルタします。たとえ
ば、ニーズに応じて、費用、収益、負債、資産勘定科目またはすべての勘定科目タイ
プの合計を選択できます。

財務では、「予算の改訂」を使用している場合は、「表示」の「日付フォーマット」を「yyyy-
MM-dd」に設定する必要があります。ホームページで「ツール」、「ユーザー・プリファレ
ンス」をクリックして、「表示」をクリックします。
要員では、次の追加のユーザー変数を設定します。
• 従業員の親—新規採用や既存の従業員など、選択した「従業員の親」メンバーに基づ
いてフォームに表示する従業員を含めるか除外することができるようにすることで、
フォームを管理しやすくします。

• 期間 - 新規採用に対するコメントを、すべての従業員/ジョブに対する「報酬合計」と
同様に、「一括更新」フォームに表示できます。

資本、要員およびプロジェクトには独自の動的な変数(「コンテキストの使用」オプションで定
義)があり、ユーザー変数は「視点」で使用できます。動的変数では、ユーザー変数の値はフォ
ームのコンテキストにより動的に変更されます。ユーザーはデフォルト値を設定する必要があ
りません。

プロジェクトの追加およびプロジェクト詳細の入力
プロジェクト仮定を定義した後、プロジェクトを追加し、プロジェクト詳細を入力します。一
部のプロジェクト属性は事前定義されていますが、「プロジェクトの詳細」でこれらの属性を変
更できます。次のいずれかのプロジェクト・タイプを選択できます:

表 6-2 プロジェクト・タイプ

プロジェクト・タイプ 説明

契約プロジェクト

収益生成のプロジェクトを管理します。収益生成
の方法が異なる 3つのタイプのプロジェクトが含
まれます:
• 実費清算プロジェクト(労務、設備、材料を含
む)

• 固定価格プロジェクト
• コスト加算プロジェクト
契約プロジェクトのみが、収益を計画できるプロジ
ェクトです。
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表 6-2 (続き) プロジェクト・タイプ

プロジェクト・タイプ 説明

間接プロジェクト

費用ドリブン内部プロジェクト(ITやメンテナンス
など)を管理します。

資本プロジェクト

資産を計上できるようにして、資産に関連するプロ
ジェクトを管理します。

プロジェクトの追加
新規プロジェクトを追加するには:

1. 「プロジェクト・サマリー」 をクリックします。
2. 追加するプロジェクトのタイプに対応する垂直タブ(「契約」、「間接」または「資本」)を選択
し、「プロジェクト詳細」をクリックします。
表示されるのは、有効になっているプロジェクト・タイプに対応するタブのみです。

3. 「アクション」メニューで、「プロジェクトの追加」を選択します。
4. プロジェクトの名前、説明、開始日および終了日を入力します。
5. 管理者が EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合を有効にしている場合
は、プロジェクト番号を入力し、プロジェクトに関連付けるプロジェクト管理テンプレー
トを選択します。プロジェクト番号は 25文字以下にする必要があります。このプロジェ
クト番号は後で変更しないでください。

6. プロジェクトの詳細を追加します。プロジェクトの詳細は、プロジェクト・タイプによっ
て異なります。
契約プロジェクトの場合、プロジェクト・タイプ(実費清算、固定価格、コスト加算)を指定
する必要もあります。契約プロジェクトで収益が有効になっている場合は、次の情報も指
定します:

• 収益認識 - 収益がいつ認識されるか:

– 「月次」、「四半期ごと」または「半期ごと」
– 完了後
– 請求時 - この手法を選択した場合、「収益義務詳細」フォームで収益認識の期間と
年も指定する必要があります。収益認識義務詳細の定義を参照してください。

– 履行義務 - 契約の実際の完了に基づく完了比率手法に基づいて収益を認識できま
す。義務履行詳細と、トランザクション価格を決定する%配賦を定義することで、
認識済収益をシミュレートできます。この手法を使用すると、契約プロジェクトの
US GAAP ASC 606および IFRS 15要件をシミュレートできます。この手法を選
択した場合、「収益義務詳細」フォームで、履行義務詳細、収益認識パーセンテー
ジ、および収益認識の期間と年を指定します。収益認識義務詳細の定義を参照して
ください。

第 6章
プロジェクトの追加およびプロジェクト詳細の入力

6-10



• 収益キャッシュ・フロー発生 - 収益キャッシュ・フローの認識方法。

ノート:

プロジェクトの設定で「上書きレート」が「はい」に設定されている場合、プランナ
は、収益ドライバおよび費用ドライバの設定時に(管理者が設定した)グローバル標準
レートを上書きできます。

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
この 30分のチュートリアルでは、間接プロジェク
トを追加し、標準のレートおよび作業時間の仮定を
定義する方法を示します。  間接プロジェクトの追加

プロジェクト仮定の入力
プランナは、ドライバ・ベースのプランニングで費用および収益の仮定を設定します。
管理者により設定された標準レートの確認
収益および費用プランニングを開始する前に、管理者により設定された標準レート仮定を確認

します。「費用」 または「収益」 をクリックし、「仮定」 をクリックしま
す。
標準レートには、労務レート、材料レート、設備レート、月の日数、日の時間数などがありま
す。

費用のプランニング
プロジェクトの「費用」 コンポーネントは、プロジェクト費用の計画に役立ついくつ
かのオプションを提供します:

表 6-3 プロジェクト費用のプランニング

タスク 説明 詳細情報

概要

ダッシュボード形式でプロジェク
ト費用を確認します。

ダッシュボードを使用したプロジ
ェクト財務の分析
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表 6-3 (続き) プロジェクト費用のプランニング

タスク 説明 詳細情報

ドライバ・ベース

費用仮定を設定することにより、
ドライバ・ベースの費用プランニ
ングを実行します。

費用ドライバの入力

直接入力

• スプレッドシート形式で費用
を直接入力します。

• プロジェクト・ベネフィット
を計画します。

費用の直接入力およびプロジェク
ト・ベネフィットの計画(内部プロ
ジェクトのみ)

プロジェクト費用

プロジェクトの総費用をグリッド
形式で確認します。

プロジェクト総費用の確認

仮定

プロジェクト財務を促進するグロ
ーバル・レート仮定を確認します。

プロジェクト仮定の入力

費用ドライバの入力
費用仮定を使用してドライバ・ベースのプランニングを行う場合、費用の計算は、組込み式を
使用して、グローバル・レートおよび入力した費用ドライバを使用して行われます。たとえば、
プロジェクトの労務仮定(ジョブ分類、レート、開始日、終了日など)を入力した場合、プロジ
ェクトの労務コスト合計は、ジョブ分類および開始日と終了日当たりのレートを使用して自動
的に計算されます。
ドライバ・ベースの費用プランニングを使用するには、管理者が入力した既存のレートを確認
してから、費用仮定を追加および変更します。

1. 「費用」 をクリックします。

2. 「ドライバ・ベース」 をクリックします。
3. 入力する費用仮定に対応する水平タブを選択し、「視点」からメンバーを選択して、ドライ
バの詳細を確認または更新します。
• 労務 - ジョブまたはジョブ・コードごとに労務仮定の詳細(開始日、終了日、FTE、場
所など)を入力します。

• 設備 - 設備のタイプごとに、開始日、終了日および単位を入力します。
• 材料 - 材料のタイプごとに、キャッシュ・フロー発生を入力します。費用の支払期間を
設定します。選択した値は、プロジェクトのキャッシュ・アウトフローに影響を与え
ます。オプションは、「2か月前」、「1か月前」、「今月」、「翌月」、「2か月後」、「3か月
後」、「4か月後」です。

• その他 - 追加のリソースおよびキャッシュ・フロー発生または他のカスタム仮定をそれ
ぞれに対して入力します。
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4. プロジェクトの設定で「上書きレート」が「はい」に設定されている場合、プロジェクト
のグローバル・レートが間違っていれば、新しいレートを入力します。

5. 費用仮定を追加または削除するには、「アクション」メニューから「ライン・アイテムの追
加」または「ライン・アイテムの削除」を選択します。

6. 費用仮定の入力が完了したら、「アクション」メニューから「費用の計算」を選択します。

ノート:

プロジェクトが要員と統合されている場合、費用の計算によって稼働率などのデ
ータが要員にプッシュされます。次に要員で、「アクション」メニューから「集
約」を選択する必要もあります。
プロジェクトが財務と統合されている場合、費用勘定科目がマップされていれば、
費用の計算およびプロジェクトのロール・アップによってデータが財務にプッシ
ュされます。

費用の直接入力
プロジェクト費用は直接入力できます。費用を直接入力する場合、ドライバ・ベースの計算は
使用されません。
プロジェクト日付を変更する場合や、プロジェクトをインポートする場合、費用を直接入力す
る前に、「プロジェクト詳細」フォームで、「アクション」メニューから「プロジェクト日付の
リフレッシュ」をクリックします。

1. 「費用」 をクリックします。

2. 「直接入力」 をクリックします。
3. 「視点」からプロジェクトを選択し、費用タイプを選択して、各行で費用詳細を入力しま
す。

ヒント:

セルの値をコピーしてカーソルをドラッグすると、1行のすべてのセルに入力で
きます。
年合計レベルで入力した場合、値は自動的に下位レベルに均等に分散されます。

4. 「アクション」メニューから、「ライン・アイテムの追加」または「ライン・アイテムの削
除」を選択できます。

5. 費用の入力が完了したら、「アクション」メニューから「費用の計算」を選択します。
プロジェクト・ベネフィットの計画(内部プロジェクトのみ)

費用のプランニングだけでなく、資本プロジェクトと間接プロジェクトの両方についてプロジ
ェクト・ベネフィットの追跡を計画することもできます。プロジェクト・ベネフィットをプラ
ンニングすることで、財務ベネフィットを数値化することができ、プロジェクトのニーズの正
当化に役立ちます。たとえば、新しいWebサイトを設定する場合、プロジェクトから得られる
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可能性がある財務ベネフィットを追跡できます。たとえば、Webサイトのリードから徐々に収
益が上がることがあります。または、Webサイトで問合せを扱うと、コール・センターの費用
を節約することができます。あるいは、新しいビデオ会議施設によって出張費用を節約できる
ようになることがあります。
プロジェクトの非財務ベネフィットをプランニングすることもできます。これは、プロジェク
トを正当化し、プロジェクトの成功を判断するために役立ちます。たとえば、新しいWebサイ
トによって顧客満足指数が改善することや、プロジェクトへの投資によってユーザー・ベース
が次第に増加することがあります。ベネフィットを数値化して、様々なプロジェクト勘定科目
にマッピングできます。

1. 「費用」 をクリックします。

2. 「直接入力」 をクリックします。
3. 「プロジェクト財務ベネフィット」を選択して、選択した勘定科目の財務ベネフィットを入
力します。ベネフィットに関する仮定を入力し、ベネフィット金額を入力します。
ベネフィット金額は、プロジェクトを正当化するために ROIおよびその他の KPI計算で使
用されます。財務ベネフィットは収益勘定科目または費用勘定科目にマップできます。こ
の定義に基づいて、金額が個々の財務勘定科目に割り当てられます。

4. 「プロジェクト非財務ベネフィット」を選択し、非財務ベネフィットを選択します。ベネフ
ィットに関する仮定を入力し、値を入力します。
非財務ベネフィットは、財務ベネフィットに加えてプロジェクトを正当化するための追加
測定可能ターゲットを設定する際に役立ちます。これらは KPIの計算で使用されません
が、ベネフィットを測定するために追跡が可能です。たとえば、マーケティング・キャン
ペーン・プロジェクトに基づいて一定レベルまで拡大するユーザー・ベースを設定する場
合、ここでターゲット値を設定します。
また、プロジェクトの正当化に役立つ可能性のある、数値で追跡されない追加の質的プロ
ジェクト・ベネフィットを取得することもできます。たとえば、Webサイトのデザインの
改善により顧客のユーザー・エクスペリエンスが向上することに気が付く場合があります。

ルールは保存すると実行され、指定した財務ベネフィットに基づいて KPIが計算されます。非
財務ベネフィットは計算には使用されないため、これは非財務ベネフィットには適用されませ
ん。
プロジェクト総費用の確認
プロジェクト費用の全体的なサマリーは、スプレッドシート形式で確認できます。値はドライ
バ・ベースの費用から導出されるか、直接入力によって指定します。

1. 「費用」 をクリックします。

2. 「プロジェクト費用」 をクリックします。
3. 「視点」から様々なメンバーを選択することにより、確認するプロジェクトまたは他のメン
バーを変更します。
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チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
このチュートリアルでは、ドライバ・ベース仮定お
よび直接入力費用を使用してプロジェクト費用を
計画する方法を示します。  プロジェクト費用のプランニング
このチュートリアルでは、財務および非財務プロジ
ェクト・ベネフィットを識別および入力する方法を
示します。  財務および非財務プロジェクト・ベネフ

ィットの追加

収益のプランニング
プロジェクトの「収益」 コンポーネントは、プロジェクト収益の計画に役立ついくつか
のオプションを提供します(契約プロジェクトのみ):

表 6-4 プロジェクト収益のプランニング

タスク 説明 詳細情報

概要

ダッシュボード形式でプロジェク
ト収益を確認します。

ダッシュボードを使用したプロジ
ェクト財務の分析

 ドライバ・ベース

収益仮定を設定することにより、
ドライバ・ベースの収益プランニ
ングを実行します。収益認識の履
行義務およびパーセンテージを定
義し、収益認識のWhat-If分析を
実行します。

収益ドライバの入力および収益認
識義務詳細の定義

 直接入力

スプレッドシート形式で収益を直
接入力します。

収益の直接入力

分析

プロジェクト、プロジェクト収益
性およびプロジェクト・キャッシ
ュ・フローの総収益をグリッド形
式で確認します。

プロジェクト総収益の確認

 仮定

プロジェクト財務を促進するグロ
ーバル・レート仮定を確認します。

プロジェクト仮定の入力

収益ドライバの入力
収益仮定を使用してドライバ・ベースのプランニングを行う場合、収益の計算は、組込み式を
使用して、入力した収益ドライバを使用して行われます。たとえば、契約プロジェクトの労務
または設備の仮定を設定し、収益の認識方法を指定できます。
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ドライバ・ベースの収益プランニングを使用するには、管理者が入力した既存のレートを確認
してから、自分自身の仮定を追加および変更します。

1. 「収益」 をクリックします。

2. 「ドライバ・ベース」 をクリックします。
3. 入力する収益仮定に対応する水平タブを選択し、仮定の詳細を入力します。

• 労務 - 労務の収益仮定(請求レートなど)を入力します。
• 材料 - 材料の収益仮定(ユニット当たりの請求レートなど)を入力します。
• 設備 - 設備の収益仮定(請求レートなど)を入力します。
• その他 - その他の収益仮定を設定します。
• コスト加算 - コスト加算プロジェクトで得られるマージンを設定します。マージン%
は、「費用合計」またはより詳細なレベルで設定できます。

• 収益認識What If - プロジェクトの収益認識期間を設定し、What-If分析を実行します。
収益認識義務詳細の定義を参照してください。

4. プロジェクトの設定で「標準労務レートの上書き」、「標準設備レートの上書き」または「標
準材料レートの上書き」が「はい」に設定されている場合、プロジェクトのグローバル・
レートが間違っていれば、新しいレートを入力します。

5. 収益仮定を追加または削除するには、「アクション」メニューから「ライン・アイテムの追
加」または「ライン・アイテムの削除」を選択します。

6. 収益仮定の入力が完了したら、「アクション」メニューから「収益の計算」を選択します。
収益の直接入力
プロジェクト収益を直接入力できます。収益を直接入力する場合、ドライバ・ベースの計算は
使用されません。
プロジェクト日付を変更する場合や、プロジェクトをインポートする場合、収益を直接入力す
る前に、「プロジェクト詳細」フォームで、「アクション」メニューから「プロジェクト日付の
リフレッシュ」をクリックします。

1. 「収益」 をクリックします。

2. 「直接入力」 をクリックします。
3. 「視点」からプロジェクトを選択し、収益タイプを選択して、各行で収益詳細を入力しま
す。
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ヒント:

セルの値をコピーしてカーソルをドラッグすると、1行のすべてのセルに入力で
きます。
年合計レベルで入力した場合、値は自動的に下位レベルに均等に分散されます。

4. 「アクション」メニューから、「ライン・アイテムの追加」または「ライン・アイテムの削
除」を選択できます。

5. 収益の入力が完了したら、「アクション」メニューから「収益の計算」を選択します。
プロジェクト総収益の確認
プロジェクト収益の全体的なサマリーは、スプレッドシート形式で確認できます。値はドライ
バ・ベースの費用から導出されるか、直接入力によって指定します。

1. 「収益」 をクリックします。

2. 「分析」 をクリックします。
3. 「視点」から様々なメンバーを選択することにより、確認するプロジェクトまたは他のメン
バーを変更します。

4. 水平タブをクリックして、プロジェクト総収益、プロジェクト収益性またはプロジェクト・
キャッシュ・フローを確認します。

収益認識義務詳細の定義
収益生成契約プロジェクトで、収益認識手法が「請求時」または「履行義務」の場合、収益認
識の期間と年を指定する必要があります。また、収益認識手法が「履行義務」の場合は、定義
する義務に対する収益認識パーセンテージも指定します。商品またはサービスが顧客に転送さ
れたとき(顧客がアセットやサービス使用の制御を得たときに発生)、履行義務に割り当てられ
た収益が認識される必要があります。
収益認識What-If分析は、異なる収益認識条件を分析することにより実行できます。これは、
履行義務詳細に基づく契約プロジェクトの財務条件に関する決定を行うための意思決定プロセ
スで役立ちます。
「請求時」または「履行義務」手法を使用すると、契約プロジェクトの US GAAP ASC 606お
よび IFRS 15要件をシミュレートする際に役立ちます。
このタスクを実行する前に、次のタスクを完了しておきます:

1. 収益認識手法が「請求時」または「履行義務」の契約プロジェクトを作成します。
2. プロジェクト費用を(直接またはドライバによって )入力し、「アクション」メニューから「費
用の計算」を選択します。

3. プロジェクト収益を(直接またはドライバによって )入力し、「アクション」メニューから「収
益の計算」を選択します。

収益認識手法が「請求時」または「履行義務」の契約プロジェクトの収益義務詳細を定義する
には:
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1. 「収益」 、「ドライバ・ベース」 、「収益認識What If」をクリックし
て、「収益認識」ダッシュボードを開きます。

2. 「プロジェクト詳細」で、詳細を確認します。収益認識手法を変更することもできます。
3. 「収益義務詳細」で、収益の認識計画日時に基づいて履行する必要がある契約のマイルスト
ンまたは特定条件を説明する義務詳細を入力し、変更を保存します:

• 義務詳細 - プロジェクトの各義務の説明を入力します。履行義務は、商品やサービスの
転送の約束として定義します。

• 収益認識 - 各義務の履行時に認識する必要があるプロジェクトの収益全体の%を入力
します。このステップが必要なのは、収益認識手法が「履行義務」の場合のみです。
「請求時」の場合には必要ありません。

• 対象期間 - 各義務の収益を認識する期間を選択します。
• 対象年 - 各義務の収益を認識する年を選択します。
フォームを保存すると、収益認識入力の%に基づいて、月ごとおよび年ごとの認識済収益、
前受収益および未収収益が計算されます。

4. 「プロジェクト収益合計の計算」で、前受収益、未収収益および認識済収益に対する変更の
影響をグリッド内で確認します。

5. 「収益認識トレンド」で、認識済収益および前受収益に対する変更の影響をトレンド線で確
認します。

収益認識What-If分析の実行
収益認識のWhat-If分析は、「収益認識What If」ダッシュボードを使用して実行できます。マ
イルストン・ベースの収益認識を使用すると、様々な契約プロジェクト・シナリオが利益と損
失に与える影響を理解できます。例:

• プロジェクトの収益認識手法を変更する場合は、「プロジェクト詳細」フォームを使用しま
す。

• 収益認識の義務、パーセンテージおよび期間を変更する場合は、「収益義務詳細」フォーム
を使用します。

変更の影響を、「プロジェクト収益合計」グリッドまたは「収益認識トレンド」グラフで確認し
ます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
収益認識の義務の詳細の定義およびWhat-If分析
の実行について学習します。  概要: Enterprise Planning and Budgeting

Cloudの収益認識What Ifプランニング.

プロジェクトの資産計上
資本プロジェクトの場合、プロジェクト費用の一部または全部を 1つ以上の資産に配賦できま
す。たとえば、新施設の建設に関連するプロジェクトがある場合、設備コストを「機械および
設備」資産クラスに配賦します。
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プロジェクトを資産計上するには:

1. 「プロジェクト・サマリー」 をクリックします。

2. 「資本」 をクリックし、「プロジェクト資産計上」をクリックします。
3. 「プロジェクト費用合計」領域で、プロジェクトを選択し、プロジェクト費用合計を確認し
ます。

4. 「資産への費用配賦」領域で、資産計上するプロジェクト費用を選択し、対応する資本費用
勘定科目を選択します。また、費用を資産計上する資本クラス(「機械」や「建物」など)を
選択します。費用を配賦する 1つまたは複数の資産を選択できます。複数の費用を同じ資
産に割り当てる場合は、同じ資産クラス/資産を選択します。資産計上するコストの金額を
指定し(資本費用と営業費用とを分ける)、資産計上の詳細を入力します。
保存すると、「プロジェクト費用合計」領域が更新され、費用合計と比較した資産計上済費
用が表示されます。
「資本的支出仮勘定」領域が更新され、資本プロジェクトが反映されます。

5. 「資本的支出仮勘定」領域で、資産計上資産ごとに詳細を追加し、予定稼働日を指定しま
す。これにより、減価償却およびその他の費用の計算が促進されます。

6. 「アクション」メニューから「減価償却の計算」を選択します。
割り当てられた資本プロジェクト資産の減価償却が、稼働日に基づいて計算されます。

資産計上資産がプロジェクトから資本にプッシュされます。資本の「新規資産プランニング」
で、資産クラスおよびプロジェクトを選択して、資産計上資産の価値および関連する減価償却
を表示します。

プロジェクト・ルールの実行
複数のプロジェクトを担当している場合、ロールアップされたプロジェクト・レベルをエンテ
ィティ・レベルで表示するには、次のルールを実行します:

• プロジェクトのロールアップ
• プロジェクト・キューブのロールアップ

プロジェクトでのローリング予測の使用
管理者がプロジェクトにローリング予測を設定した場合、プロジェクトの計画および予測後に、
ローリング予測期間範囲にわたってプロジェクトを分析できます。

ローリング予測期間範囲内のプロジェクトを確認するには、「プロジェクト」 、「分析」

、「ローリング予測」 の順にクリックします。
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ローリング予測のフォームおよびダッシュボードは、ローリング予測範囲に基づいて設定され
ます。
管理者が現在の期間を更新すると、ローリング予測のフォームおよびダッシュボードが自動的
に更新されます。期間が追加または削除され、更新されたローリング予測範囲を反映します。
レポートのために KPIを使用できます。
• TTM (12か月の証跡)。このシナリオは、前の 12か月のフローに基づいた勘定科目のアク
ティビティをレポートします。

• 「予測済 12」。フロー・タイプ勘定科目に対して、このシナリオは、(現在の期間 + 11個の
将来の期間)の合計についてレポートします。残高タイプ勘定科目に対して、このシナリオ
は将来のメンバー値 12期間についてレポートします。

予測データの準備
予測データを準備するには、次のタスクを完了します。
1. プロジェクトを作成します。
2. プロジェクト費用を(直接またはドライバによって )入力し、「アクション」メニューから「費
用の計算」を選択します。

3. プロジェクトに該当する場合、プロジェクト収益を(直接またはドライバによって )入力し、
「アクション」メニューから「収益の計算」を選択します。

4. 次の 2つのいずれかの方法を使用して計画シナリオから予測シナリオにデータをコピーす
ることにより、予測データを準備します。

• プロジェクトの承認: 「プロジェクト・サマリー」 、プロジェクト・タイプに
対応する垂直タブ、「プロジェクト詳細」の順にクリックします。プロジェクトを選択
し、「アクション」メニューから「プロジェクトの承認」を選択します。

• 計画シナリオから予測シナリオへのデータのコピー: 「プロジェクト・サマリー」

、プロジェクト・タイプに対応する垂直タブ、「プロジェクト詳細」の順にク
リックします。「アクション」メニューから、「プロジェクトのコピー」を選択します。
ソースおよびターゲットのシナリオとバージョンの詳細を指定し、「起動」をクリック
します。

5. 実績データを予測シナリオにコピーすることにより、予測データを準備します: ホームペー

ジで、「ルール」 、「詳細予測データの準備」の順にクリックします。エンティテ
ィ、プロジェクト、計画シナリオおよびバージョン、実績データを含む月と年に関する詳
細を指定し、「起動」をクリックします。

これで、指定した月と年の実績、および将来の期間の残りの計画データが予測シナリオに含め
られました。予測シナリオに存在していたデータは、「前の FCST」に含められました。
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ダッシュボードを使用したプロジェクト財務の分析
事前定義済のダッシュボードを使用すると、全体的なプロジェクト財務および費用と収益のメ
トリックを把握できます。ダッシュボード・チャートのメンバーにドリルインすると、必要な
詳細のレベルを参照できます。
プロジェクト・ダッシュボード
プランニング・プロセス中はいつでも、「プロジェクト・サマリー」でダッシュボードを使用し
て、プロジェクトの概要を取得できます。有効になったプロジェクト・タイプごとにダッシュ
ボードがあります。

1. 「プロジェクト・サマリー」 をクリックします。
2. プロジェクト・タイプに対応する垂直タブをクリックします:

• 契約

• 間接

• 資本
3. 表示するダッシュボードのタイプに対応する水平タブをクリックします:

• 「プロジェクト概要」(概要を表示する場合)

• 「プロジェクト差異」(プロジェクト差異のメジャーを表示する場合)

• 「EVM」(Earned Value Management) (プロジェクト・スケジュール差異を表示する場
合)

4. たとえば、別のプロジェクトやエンティティを選択する場合は、「視点」バーを使用して、
フォームに表示する様々なディメンション・メンバーを選択します。

費用ダッシュボード
費用ダッシュボードを確認して、プロジェクト費用およびメトリックの全体的なサマリーをチ
ャート形式で表示します。

1. 「費用」 をクリックします。

2. まだ選択されていない場合、「概要」 をクリックします。
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3. たとえば、別のプロジェクトやエンティティを選択する場合は、「視点」バーを使用して、
フォームに表示する様々なディメンション・メンバーを選択します。

収益ダッシュボード
収益ダッシュボードを確認して、プロジェクト収益およびメトリックの全体的なサマリーをチ
ャート形式で表示します。

1. 「収益」 をクリックします。

2. まだ選択されていない場合、「概要」 をクリックします。
3. たとえば、別のプロジェクトやエンティティを選択する場合は、「視点」バーを使用して、
フォームに表示する様々なディメンション・メンバーを選択します。

プロジェクト EVMの分析
プロジェクトでは、プロジェクト EVMの測定と分析を容易にするルールおよびダッシュボー
ドが提供されています。EVMメジャーを分析するには、まず予測データを準備する必要があり
ます。予測データの準備を参照してください。
予測データが準備できたら、プロジェクト EVMを分析できます。
プロジェクト EVMを分析するには:

1. 「プロジェクト・サマリー」 、プロジェクト・タイプに対応する垂直タブ、「EVM」
の順にクリックします。

2. 「推定完了%の入力」フォームで、現在の月のプロジェクトの「%完了」の値を入力し、フ
ォームを保存します。
フォームを保存すると、EVMメジャーが計算されます。
このステップを毎月実行して、プロジェクトの完了率を更新します。

3. EVMダッシュボードで、更新された EVMメジャーを確認します。

プロジェクト・パフォーマンスの分析
プロジェクトの「分析」 コンポーネントは、全体的なプロジェクト財務および KPIを
把握できる事前定義済の分析ダッシュボードを提供します。
パフォーマンスの追跡と分析は、プロジェクト・レベルか、プログラムが有効になっていれば
プログラム・レベルでも行えます。
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表 6-5 プロジェクト・パフォーマンスの分析

タスク 説明

 概要

ダッシュボードで、差異、収益性およびキャッシ
ュ・フローを含むプロジェクト・パフォーマンスの
概要を取得します。

 収益性

プロジェクト費用およびプロジェクト・キャッシ
ュ・フローをグリッド形式で確認します。
「プロジェクト詳細分析」フォームを使用して各プ
ロジェクトの KPIのサマリーを参照すると、すべて
のプロジェクトのプロジェクト・パフォーマンスを
1箇所で評価できます。

プログラム

管理者がプログラム・ディメンションを有効にし、
プロジェクトをプログラムにマップした場合は、プ
ログラム KPI (「ROI」、「NPV」、回収など)およびプ
ログラム・パフォーマンス(「収益性」や「NPV」な
ど)をダッシュボードで確認します。

 ローリング予測

管理者がローリング予測を有効にした場合、定義さ
れたローリング予測範囲にわたってフォームおよ
びダッシュボードを確認します。
管理者が現在の期間を更新すると、ローリング予測
のフォームおよびダッシュボードが自動的に更新
されます。期間が追加または削除され、更新された
ローリング予測範囲を反映します。

「分析」 をクリックし、確認する分析のタイプをクリックします。
ダッシュボード・チャートのメンバーにドリルインすると、必要な詳細のレベルを参照できま
す。「視点」から様々なメンバーを選択することにより、確認するプロジェクトまたは他のメン
バーを変更します。

ノート:

要員とプロジェクトとの間の統合を有効にした場合は、要員の稼働率分析 コ
ンポーネントにより、要員メトリックを把握できる事前定義済のダッシュボードおよ
びフォームが提供されます。詳細は、プロジェクト稼働率の分析を参照してくださ
い。
プロジェクトと財務の両方を有効にし、勘定科目をマップした場合は、プロジェクト
から財務に移動されたデータを確認できます。要員、プロジェクトおよび資本からの
データの確認を参照してください。

フォームおよび指示の確認
プロジェクト・プランニングに関連する使用可能なフォームおよびダッシュボード全部を確認
し、管理者から提供されていればフォーム手順を確認できます。
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「分析」 をクリックし、「フォーム」 をクリックします。
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7
資本の操作

次も参照:

• タスクの概要
• ユーザー変数の設定
• 資本資産仮定の入力
• 新規資本投資の管理
• 既存資産の管理
• 無形資産の管理
• ダッシュボードを使用した資本財務の分析
• 資本資産財務の分析

タスクの概要
資本で実行するタスクを確認します。一般に、資本資産の計画は次の順序で行います:

1. ユーザー変数を設定します。ユーザー変数の設定を参照してください。
2. 資本仮定(減価償却および償却のドライバ・ベースの仮定、資金調達仮定、その他費用の仮
定など)を確認または入力します。資本資産仮定の入力を参照してください。

3. 新規資本資産と新規資産詳細を追加し、新規資産を管理します。新規資本投資の管理を参
照してください。

4. 既存の資産および無形資産を管理します。既存資産の管理および無形資産の管理を参照し
てください。

5. ダッシュボードを使用して資本財務の概要を取得します。ダッシュボードを使用した資本
財務の分析を参照してください。

6. 資本資産の財務上の影響を確認します。資本資産財務の分析を参照してください。

ノート:

管理者が有効にした機能によっては、この項に示すすべての機能が表示されないこと
があります。

ノート:

13期間アプリケーションで、月のラベルが付けられているアーティファクトの場合、
月は、カレンダ月ではなく、13期間カレンダを使用して定義された期間を表します。
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開始するには、「資本」 をクリックし、コンポーネントを選択します:

タスク 実行するタスク 詳細情報

投資

新規固定資産の購入を計画しま
す。たとえば、機械、ラップトッ
プ、トラックの購入など、新規資
産を計画します。減価償却または
キャッシュ・フローを管理します。

新規資本投資の管理

既存資産

既存資産を管理します。 既存資産の管理

無形資産

著作権、特許、企業秘密、ブラン
ド評価などの無形資産を管理しま
す。

無形資産の管理

分析

資本財務を分析します。 資本資産財務の分析

ビデオ

目的 視聴するビデオ
資本でのデータ入力について学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudの資本で
のプランニング・データの入力

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
このチュートリアルでは、資本およびプロジェクト
の資本プロジェクトを使用して、資本資産を計画す
る方法を示します。  資本プロジェクトを使用した Capital

Asset Planning

このチュートリアルでは、既存資産をロードおよび
管理する方法を示します。変更したデータ・ロー
ド・テンプレートを使用して資産をインポートし、
「資産の計算」、「資産の譲渡」および改良の追加な
どの資本費用の計画に使用するタスクを実行しま
す。

 資産のロードおよび管理

ユーザー変数の設定
各プランナは、次に説明する変数を設定する必要があります。
1. ホームページで「ツール」、「ユーザー・プリファレンス」、「ユーザー変数」の順にクリッ
クします。

2. 次のユーザー変数を設定します:
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• エンティティ
• シナリオ
• バージョン
• レポート通貨
• 年
財務の場合は、「勘定科目」ディメンションのために次のユーザー変数を設定します:

• 「費用勘定科目」変数では、OFS_Total Expensesなどの、フォームに表示する勘定科
目を含む親勘定科目を選択します。

• 「費用ドライバ」変数では「OFS_Expense Drivers for Forms」を選択します。
• 「予算の改訂」が有効になっている場合は、「勘定科目グループ」変数を設定します。
「勘定科目グループ」ユーザー変数は、「現在の承認済予算」や「現在の純予算」など
の「予算の改訂」のフォームに表示される一連の勘定科目をフィルタします。たとえ
ば、ニーズに応じて、費用、収益、負債、資産勘定科目またはすべての勘定科目タイ
プの合計を選択できます。

財務では、「予算の改訂」を使用している場合は、「表示」の「日付フォーマット」を「yyyy-
MM-dd」に設定する必要があります。ホームページで「ツール」、「ユーザー・プリファレ
ンス」をクリックして、「表示」をクリックします。
要員では、次の追加のユーザー変数を設定します。
• 従業員の親—新規採用や既存の従業員など、選択した「従業員の親」メンバーに基づ
いてフォームに表示する従業員を含めるか除外することができるようにすることで、
フォームを管理しやすくします。

• 期間 - 新規採用に対するコメントを、すべての従業員/ジョブに対する「報酬合計」と
同様に、「一括更新」フォームに表示できます。

資本、要員およびプロジェクトには独自の動的な変数(「コンテキストの使用」オプションで定
義)があり、ユーザー変数は「視点」で使用できます。動的変数では、ユーザー変数の値はフォ
ームのコンテキストにより動的に変更されます。ユーザーはデフォルト値を設定する必要があ
りません。

資本資産仮定の入力
減価償却と償却、資金調達の仮定、キャッシュ・フローと資金調達の仮定、その他費用の仮定
など、資本資産のプランニングに関する仮定を追加または変更します。
これらの仮定は、入力したドライバ値に基づいて、組込みのベスト・プラクティスおよび式を
使用した計算を促進します。
エンティティ・レベルまたは「エンティティなし」(グローバル)レベルで、次のデフォルトの
仮定を設定できます仮定がエンティティ・レベルで設定されていない場合、グローバル仮定が
計算で使用されます。

1. 「投資」 、「既存資産」 または「無形資産」 をクリックします。
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ノート:

仮定は資産タイプごとに入力し、別々に格納されます。

2. 「仮定」 をクリックします。
3. 入力する資産仮定に対応する水平タブを選択し、仮定の詳細を入力します。他のメンバー
の仮定を入力するために必要であれば、「視点」でメンバーを変更します。
• 減価償却仮定 - 資産ごとに次の項目を入力します:

– 耐用年数 - 資産の耐用年数(資産が取得された目的で使用可能になり、減価償却お
よび償却の計算に使用される期間)を示します。

– 減価償却方法 - 新規資産および既存資産の場合のみ。「定額」、「級数法」、「定率
(年)」、「定率(期間)」または「減価償却なし」。

– 減価償却慣行 - 新規資産および既存資産の場合のみ。「比例配分開始期間」、「比例
配分の実際の日付」、「中間期間」。

– 償却方法 - 無形資産の場合のみ。資産に使用する償却方法を示します。確定の耐
用年数がある資産にのみ適用可能です。確定(資産価値を資産の耐用年数に均等に
分ける)、不確定(償却なし)。「定額」方法のみがサポートされています。

– 短期リース期間(月)—「IFRS16標準」が有効な場合、リース資産に対してしきい
値を入力します。たとえば、12か月未満のリース値期間など、入力した少額/短期
のしきい値に一致するリース資産は、少額/短期資産の IFRS16標準を使用して計
算され、他の資産のように処理されるのではなく、利益と損失で償却されます。

– 少額リース金額—「IFRS16標準」が有効な場合、リース資産に対してしきい値を
入力します。たとえば、$5,000未満のリース値など、入力した少額/短期のしきい
値に一致するリース資産は、少額/短期資産の IFRS16標準を使用して計算され、
他の資産のように処理されるのではなく、利益と損失で償却されます

• 資金調達仮定 - 資産ごとに、次の項目を入力します:

– キャッシュ・フロー発生 - 資本購入のキャッシュ・フロー(キャッシュ・フローの
パターンが定義される仮定)を決定します。「2か月前」、「1か月前」、「同月」、「翌
月」、「2か月後」、「3か月後」、「4か月後」または「期ずれあり」を選択できます。
ここでの選択内容は、キャッシュ・フロー計算書に直接影響を及ぼします。
13期間アプリケーションでは、月は、カレンダ月ではなく、13期間カレンダを使
用して定義された期間を表します。

– キャッシュ・フロー期ずれ期間 - キャッシュ・フロー発生で期ずれがある場合、キ
ャッシュ・フロー期間の数を決定します。

– 資金調達 % - 外部ソースにより資金調達された資本購入の割合。
– 資金調達発生 - 資本購入の資金調達(キャッシュ・インフローのパターンが定義さ
れる仮定)を決定します。「2か月前」、「1か月前」、「同月」、「翌月」、「2か月後」、
「3か月後」、「4か月後」または「期ずれあり」を選択できます。

– 資金調達期ずれ期間 - 資金調達発生で期ずれがある場合、資金調達期間の数を決定
します。

• その他費用 - 「修理」、「保険」、「メンテナンス」、「税金」の割合など、その他費用に関
する仮定を入力します。
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費用ドライバを別のプラン年度に割り当てるには、「アクション」メニューから「ドラ
イバの割当て割合」を選択します。このオプションを使用すると、ある年度から別の
年度に、指定した増加率(%)のドライバをコピーできます。たとえば、保険が 2%であ
る場合、「ドライバの割当て割合」を選択して増分率を 2として指定すると、保険は
4%になります。

新規仮定を追加したり仮定を変更した場合など、仮定に変更を加えた場合は、「その他費用仮
定」ページで、変更した資産クラスを強調表示し、「アクション」メニューから「ドライバの同
期」を選択します。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
資本の IFRS16について学習します。

 概要: IFRS 16用の資本プランニングのリー
ス資産

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
このチュートリアルでは、IFRS16標準のサポート
が有効な資本のリース資産の計画と、既存のリース
資産のインポートを行う方法について説明します。
いくつかの使用例が含まれます。

 IFRS16を使用するリース資産プランニ
ング

新規資本投資の管理
「投資」 コンポーネントは、新規資本資産投資の管理に役立ついくつかのオプションを
提供します。
資本仮定を定義または確認した後、資本資産を追加して資産詳細を入力します。次の資産タイ
プを管理できます:

表 7-1 新規資本資産の管理

資産タイプ 説明 詳細情報

資産概要

• ダッシュボードで新規資本資
産の概要を確認します。

• 資本プロジェクトの資産価値
を確認します。

ダッシュボードを使用した資本財
務の分析

新規資産プランニング
新規資本資産と資産詳細を追加
し、新規資産と新規リース資産を
管理します。

新規資本資産の追加

リース資産プランニング

新規リース資産と資産詳細を追加
し、新規リース資産を管理します。

新規リース資産の追加
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表 7-1 (続き) 新規資本資産の管理

資産タイプ 説明 詳細情報

仮定

資本資産財務を促進する仮定を入
力します。

資本資産仮定の入力

新規資本資産の追加
資本仮定を定義または確認した後、資本資産を追加して資産詳細を入力します。

1. 「投資」 、「新規資産プランニング」 の順にクリックします。
2. 「新規資産詳細」ページで、ドロップダウン・リストから資産クラスを選択します。たとえ
ば、ビジネスに定義されている内容に応じて、「機械」、「建物」、「車両」などのカテゴリを
選択します。

3. 資本とプロジェクトを統合した場合、プロジェクトを選択すると、そのプロジェクトの計
画済資産価値が表示されます。

4. 「新規資産詳細」ページで行を右クリックし、「アクション」メニューから「新資産の追加」
を選択します。

5. 資産詳細を入力し、「起動」をクリックします。
*が付いたフィールドは必須フィールドであり、資産コスト、資産減価償却およびその他費
用の計算を促進します。

6. 「資金調達」水平タブをクリックして、資産の資金調達仮定を入力します。
キャッシュ・フロー、資金調達、減価償却/償却に関する仮定を入力した場合、それらの値
がデフォルトで入力されますが、資産レベルで値を上書きできます。

7. 「資産関連費用」水平タブをクリックして、その他資産費用を入力します。
資産関連費用に関する仮定を入力した場合、それらの値がデフォルトで入力されますが、
資産レベルで値を上書きできます。

8. 「理由詳細」水平タブをクリックして、新規資本資産のテキストベースの説明と理由を入力
します。

9. 資産を追加したら、「新規資産詳細」ページで、マウスをページ右上に置いてメニューをア
クティブにし、「アクション」メニューから「資産の計算」を選択します。新規資産がペー
ジ下部のグラフに反映されることがわかります。

10.「アクション」メニューから「ロール・アップ」を選択して、財務で使用するために資産ク
ラス・データを合計します。

11. 資本 lを財務と統合した場合、財務で資本のデータを表示する準備ができたら、必要なルー
ルの実行とデータのプッシュを管理者に依頼します。
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ノート:

資本をプロジェクトと統合する場合、資産クラスおよびプロジェクトを選択すること
により、プロジェクトからプッシュされた資産計上資産を確認できます。「プロジェ
クトからの新規資産」ダッシュボードと「資本的支出仮勘定」ダッシュボードで、資
本プロジェクト情報を確認できます。

ノート:

資産を追加する場合、残存価額を 0(ゼロ)に設定すると、「DB年」または「DB期間」
減価償却法では目的の結果を得ることができない可能性があります。正しい減価償
却計算を得るために、DB年減価償却法を使うとき、Oracleは残存価額の設定を少な
くとも 1%の基本コストに設定することを推奨します。
通貨精度が 0に設定されている場合、資産の計算後、「定率(年)」の減価償却値が丸め
処理され、正しく表示されない可能性があります。ただし、内部では正確な値全部が
格納され、計算で使用されます。

資産の削除
新規資産を削除できます:

「新規資産詳細」ページで、資産を選択し、「アクション」メニューから「資産の削除」を選択
します。
新規リース資産の追加
IFRS-16標準を使用せずにリース資産プランニングを実行している場合、2つのタイプのリー
ス資産があります:

• オペレーティング・リース - 賃貸契約と同様、オペレーティング・リースは短期間用です。
賃貸人には、所有のリスクと利点があり、一般的に、資産の修繕、保険および修理コスト
を負担します。

• 資産計上済リース - 資産の耐用年数のほぼ全期間で継続するリースで、リース期間終了後、
資産の価値がなくなります。リースでは、修繕、修理、保険および老朽化を含め、所有権
のすべてのリスクとメリットを見積もります。賃貸人の主な役割は、資産に対して資金を
提供することです。終了時に、資産は、通常、指定金額を支払った賃借人に譲渡されます。
これは、分割払いで資産を購入する場合と同じです。

IFRS-16標準を使用してリース資産プランニングを実行している(管理者がアプリケーション
に対して「IFRS16標準」を有効にした)場合、すべてのリースがオペレーティング・リースで
す。

1. 「投資」 、「リース資産プランニング」 の順にクリックします。
2. 「新規資産詳細」ページで、ドロップダウン・リストから資産クラスを選択します。たとえ
ば、ビジネスに定義されている内容に応じて、「デスクトップ」、「備品」、「オフィス設備」
などのカテゴリを選択します。

3. 資本をプロジェクトと統合した場合、資産と関連付けるプロジェクトを選択します。
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4. 「リース資産プランニング」ページで行を右クリックし、「アクション」メニューから「新
規リース資産の追加」を選択します。

5. 「リース資産の追加」フォームで、リース期間、リース支払、支払頻度などの詳細を入力し
ます。IFRS-16標準に対応したアプリケーションの場合は、「インデックス・レート」を指
定し、「インデックス・レート基準」(「年次」または「支払頻度」)を選択します。次に、「起
動」をクリックします。
「インデックス・レート基準」では、年次のインデックス・レートの増分または支払頻度に
結び付けられているインデックス・レートの増分のいずれかを選択できます。
必要に応じて、IFRS-16標準に対応したアプリケーションに対し、資産の少額/短期のオー
バーライドを「はい」に設定できます。少額/短期のオーバーライドが「はい」に設定され
ている場合、リース資産価値に関係なく、資産は少額/短期資産として計算されます。デフ
ォルトでは、少額/短期のオーバーライドは「いいえ」に設定されます。

6. 行を右クリックし、「アクション」メニューから「リースの計算」を選択して、更新された
リース資産の影響を確認します。

リース資産の賃貸無料期間の定義
IFRS-16標準に対応しているアプリケーションの場合は、新規リース資産を追加した後で、リ
ースの賃貸無料期間を指定できます。

1. 「投資」 、「リース資産プランニング」 の順にクリックします。
2. 「賃貸無料期間」フォームをクリックします。
3. リース資産ごとに、賃貸無料にする期間に「はい」を選択し、「保存」をクリックします。
4. 「リース資産プランニング」フォームをクリックし、行を右クリックして、「アクション」
メニューから「リースの計算」を選択します。
賃貸無料期間のリース支払はゼロに設定され、リースを計算するときには、賃貸無料期間
を考慮して現在価値とキャッシュ・フローの値が計算されます。

IFRS-16標準を使用しないリース資産プランニング
リース資産を追加すると、資本により、入力したパラメータに基づいてリース・タイプ(「オペ
レーティング・リース」または「資産計上済リース」)が自動的に選択されます。リース資産を
追加した後、新規リース資産の詳細フォームでリース・タイプを変更できます。資産パラメー
タを後で変更する場合は、該当する場合、リース・タイプも変更する必要があります。
資本がオペレーティング・リースと資産計上済リースとを分類する際に適用する基準は次のと
おりです:

• リース期間終了時の所有権の譲渡
• リース期間中の特定日に廉価(想定される資産の市場価格よりも安い価格)での購入オプシ
ョン

• リース期間が資産の耐用年数の大部分を占める(資産の耐用年数耐用年数の少なくとも
75%)

• リース支払額の現在価値が資産の初期価格の 90%を超える
資産計上済リースは損益計算書と貸借対照表に影響を与えますが、オペレーティング・リース
は損益計算書のみに影響を与えます。
財務諸表へのリースのタイプの影響:
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• オペレーティング・リース - これらのリース支払額は、損益計算書上で営業費用(賃貸費用)
として記録されます。

• 資産計上済リース:

– 貸借対照表に資産および負債を記録し、設備の価値およびそれぞれのリース支払額の
債務(負債)を反映します

– 資産をその耐用年数の期間に減価償却します。これは、貸借対照表上で資産の価値を
減らし、損益計算書上に減価償却の費用を発生させます

– リース関連の利率は、損益計算書上で費用として示す必要があります(帰属利子の支払
い)

リースの現在価値の計算に関して、次の点に注意してください:

• リースの現在価値の計算で支払時期は考慮されません。
• 支払頻度が「年次」以外の場合、リースの現在価値の計算は、(ユーザーが入力した)「リー
ス支払」の値に基づいて、また「利率」および「期間数」にユーザーが入力した実績値を
支払頻度に基づいて変換することにより行われます。

• リースの現在価値は負の数としては表示されません。
IFRS-16標準を使用するリース資産プランニング
「IFRS16標準」が有効な場合、「リース資産の計算」ルールでリース資産の計算に新しい標準
が使用されます。
• 少額または短期保有期間のリースを除いて、すべてのリースが貸借対照表で認識されます。
• 少額または短期保有期間のリースのしきい値は、「減価償却および償却の仮定」の短期リー
ス期間(月)および少額リース金額に入力した値に基づきます。入力した少額/短期のしきい
値に一致するリース資産は、少額/短期資産の IFRS16標準を使用して計算され、他の資産
のように処理されるのではなく、利益と損失で償却されます。
リース資産が少額/短期資産であるかどうかを判断する際は、支払頻度が考慮されます。資
産価値は(lease payment x payment frequency)として計算されます。計算された値が少額
リース金額より小さい場合、その資産は少額/短期リース資産とみなされます。たとえば、
少額リース金額が$5000で、リース資産に支払頻度が月次の$500の支払がある場合、リー
ス資産価値は$500 x 12か月 = $6000として計算されます。$6000が少額リース金額
の$5000よりも高いため、このリースは少額/短期資産とみなされません。ただし、この同
じ資産の支払頻度が半期ごとである場合、リース資産価値は$500 x 2 = $1000として計算
され、これは少額リース金額の$5,000よりも低いため、少額/短期資産とみなされます。
– リース支払が少額リース金額以下の場合、資産の PVまたは NPVを計算せずに賃料が
計算されます。

– リース支払期間が短期リース期間以下の場合、資産の PVまたは NPVを計算せずに賃
料が計算されます。

• 資産の少額/短期のオーバーライドが「はい」に設定されている場合、リース資産価値に関
係なく、資産は少額/短期資産として計算されます。

• 「インデックス・レート」を設定した場合、リース金額は「インデックス・レート基準」(選
択内容に応じて、年次または支払い頻度に応じた基準)に基づき、インフレーションに応じ
て増加します。インデックス・レートを設定しない場合、リース支払額は各期間に対して
同じです。「リース資産の計算」ビジネス・ルールでは、資産の NPVの計算時に「インデ
ックス・レート」および「インデックス・レート基準」が考慮されます。
– 資産のインデックス・レートを設定した場合、「リース資産の計算」では、リース資産
の PVではなく NPVが計算されます。
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– インデックス・レートを設定したリース資産の場合、「リース資産の計算」では、リー
ス開始日がプランニングおよび予測の年範囲より前である、すべての資産のリース資
産の PVが計算されます。

– 資産のインデックス・レートを設定しない場合、「リース資産の計算」で、資産の PV
が計算されます。

• 賃貸無料期間を定義した場合は、賃貸無料期間のリース支払がゼロに設定され、リースを
計算するときには、賃貸無料期間を考慮して現在価値とキャッシュ・フローの値が計算さ
れます。

• リース資産減価償却は、リースの所有権に基づいて異なります。所有権が賃貸人にある場
合、減価償却はリース期間に対して、または資産の耐用年数が終わるまでのどちらか早い
方まで請求されます。所有権が賃借人にある場合、減価償却は資産の耐用年数に対して請
求されます。

新規資産の既存資産への変換
計画済新規資産を既存資産に対して照合する準備ができたら、「新規資産詳細」ページまたは
「リース資産プランニング」ページで、資産を選択し、「アクション」メニューから「新規を既
存に変換」を選択します。
資産およびすべての関連データが、新規資産から既存資産に移動されます。
リース資産の削除
リース資産を削除できます:
「リース資産プランニング」ページで、資産を選択し、「アクション」メニューから「資産の削
除」を選択します。

既存資産の管理
「既存資産」 コンポーネントは、既存資本資産の管理に役立ついくつかのオプションを
提供します。
表 7-2 既存資産の管理

タスク 説明 詳細情報

 概要

既存の資本資産の「概要」ダッシ
ュボードおよび「差異」ダッシュ
ボードを確認します。

ダッシュボードを使用した資本財
務の分析

資産の管理

既存資産の管理:
• 除・売却および譲渡
• 資金調達仮定
• 資産関連費用ドライバ
• 改良

• 既存資産の除・売却および譲
渡

• 既存資産の改良

 既存のリース資産

既存リース資産を管理します。 既存リース資産の管理
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表 7-2 (続き) 既存資産の管理

タスク 説明 詳細情報

 仮定

既存資産の計算を促進する仮定を
入力します。

資本資産仮定の入力

既存資産の除・売却および譲渡
必要な場合、既存資産の除・売却または譲渡を行うことができます。たとえば、資産の所有権
を売却したり、その価値を償却することにより、これを他の組織に譲渡または除・売却します。

1. 「既存資産」 をクリックし、「資産の管理」 をクリックします。
2. 資産を選択し、マウスを置いて「アクション」メニューを表示し、「資産の譲渡」または
「資産の除・売却」を選択します。

3. 資産の譲渡の詳細(「異動先」エンティティ、日付、理由など)を入力します。または、除・
売却の詳細(除・売却日、売却か償却か、除・売却コスト、売却価額か償却価額か)を入力し
ます。

4. ターゲット・エンティティの場合、資産を計算する必要があります: (「視点」バーの)ターゲ
ット・エンティティにナビゲートし、「アクション」メニューから「資産の計算」を選択し
ます。

除・売却以降は、資産コストは計算に含められません。資産を譲渡した場合、その資産が別の
エンティティに譲渡されたことがわかります。
既存資産の改良
施設およびコスト・センターのマネージャは資産の改良を計画します(資産のアップグレード、
床面積の追加など)。資産の改良名、説明、資産単位、資産レート、残存価額、物理的な場所、
購入日および使用開始日などの詳細項目を入力します。
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ノート:

資産を改良する前に、「資産詳細」で「動的な子に対して使用可能」メンバー・プロ
パティを選択し、「使用可能な動的な子の数」を指定してから、アプリケーションを
リフレッシュする必要があります。これは、本質的には資産を 1つの資産から複数の
資産に分割することです。プランナが資産を改良できるようにするには、改良する資
産の動的な親プロパティを有効にします。既存資産詳細を、基本資産を表すこの親の
下の子に対してロードする必要があります。それ以外の改良はすべて、この基本資産
の兄弟として取り込まれます。
たとえば、資産の下にメンバーを作成し、既存資産詳細をそれに対してロードしま
す。階層は次のようになります:

オフィス・ビル番号#3020 - 動的な親プロパティを有効化
• オフィス・ビル番号#3020 - 基本資産
• オフィス・ビル番号#3020 - 改良 1

• オフィス・ビル番号#3020 - 改良 2

この例では、資産詳細ディメンションを作成するとき、親メンバーと基本資産をロー
ドし、すべてのデータを基本資産メンバーに対してロードします。資本で「改良」ル
ールを起動すると、改良 1メンバーと改良 2メンバーが作成されます。(プランナは
改良の名前を変更できます。)

1. 「既存資産」 をクリックし、「資産の管理」 をクリックします。
2. 水平タブで「改良」を選択します。
3. 資産を選択し、「アクション」メニューから「改良」を選択します。
4. 詳細(資産の改良名、説明、資産単位、資産レート、残存価額、物理的な場所、購入日、使
用開始日など)を入力し、「起動」をクリックします。
その改良名の資産が当初資産の下に追加されます。

既存リース資産の管理
既存リース資産の管理は、既存資産の管理と同じ方法で行います。

1. 「既存資産」 をクリックし、「既存のリース資産」 をクリックします。
2. 費用や償却などを管理します。
3. マウスを置いて「アクション」メニューを表示し、「すべて計算」および「ロール・アッ
プ」を選択します。これによって、「エンティティ合計」、「合計固定資産」および有効にな
っているすべてのカスタム・ディメンションのデータが集約されます。
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無形資産の管理
「無形資産」 コンポーネントは、無形資産(リース資産改善費、ソフトウェア権限、企
業秘密、ブランド評価など)の管理に役立ついくつかのオプションを提供します。
表 7-3 無形資産の管理

タスク 説明 詳細情報

 概要

無形資産財務の概要を確認しま
す。

ダッシュボードを使用した資本財
務の分析

新規無形資産
新規無形資産を追加します。 新規無形資産の追加および管理

 既存の無形資産

既存無形資産を管理します。 既存無形資産の管理

 仮定

資本資産財務を促進する減価償却
および償却の仮定を確認します。

資本資産仮定の入力

新規無形資産の追加および管理
新規無形資産を追加するには:

1. 「無形資産」 をクリックし、「新規無形資産」 をクリックします。
2. 「資産の詳細」ページで、ドロップダウン・リストから資産クラスを選択します。たとえ
ば、ビジネスに定義されている内容に応じて、「著作権」、「ロイヤリティ」、「ブランド評
価」などのカテゴリを選択します。

3. 資本をプロジェクトと統合した場合、「ページ」ドロップダウン・リストから、資産と関連
付けるプロジェクトを選択します。

4. 「資産の詳細」ページで、マウスをページ右上に置いてメニューをアクティブにし、「アク
ション」メニューから「新資産の追加」を選択します。

5. 資産詳細を入力し、「起動」をクリックします。
「保険%」または「メンテナンス%」の仮定を入力した場合、それらの値がデフォルトで入
力されますが、資産レベルで値を上書きできます。

6. 「資金調達仮定」水平タブをクリックして、資産の資金調達仮定を入力します。
資金調達仮定を入力した場合、それらの値がデフォルトで入力されますが、資産レベルで
値を上書きできます。

7. 「その他費用」水平タブをクリックして、他の資産費用を入力します。
その他費用の仮定を入力した場合、それらの値がデフォルトで入力されますが、資産レベ
ルで値を上書きできます。
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8. 「理由詳細」水平タブをクリックして、新規資本資産のテキストベースの説明と理由を入力
します。

9. 資産を追加したら、「資産の詳細」ページで、マウスをページ右上に置いてメニューをアク
ティブにし、「アクション」メニューから「無形資産の計算」を選択します。「ロール・ア
ップ」を選択します。これによって、「エンティティ合計」、「合計固定資産」および有効に
なっているすべてのカスタム・ディメンションのデータが集約されます。
新規資産がページ下部のグラフに反映されることがわかります。

無形資産の削除
次のようにして新規無形資産を削除できます:

「資産詳細」ページで、資産を選択し、「アクション」メニューから「資産の削除」を選択しま
す。
既存無形資産の管理
既存無形資産を管理できます。

1. 「無形資産」 をクリックし、「既存の無形資産」 をクリックします。
2. これらのオプションを使用して資産を管理します。

• 資産の減損 - 市場における資産の価値が貸借対照表に示された価値よりも低い場合、こ
れを減損することにより、提示された市場価格に対して資産勘定の評価損を計上しま
す。無形資産のみを減損できます。減損する資産の詳細(減損日や公正市場価格など)
および減損オプションを入力します:

– 費用 - 資産価値を費用として落とします。
– 資産計上済 - 資産価値を計上します。資産計上オプションを選択した場合、減損値
は資本準備金に転記されます。

– 一部資産計上済 - 資産価値の一部を計上します。「一部資産計上済」を選択すると、
減損価額が「資産計上 %」に基づいて資本準備金に配分されます。償却は減損の
次の月から低減されます。

• 資産の除・売却 - 資産が除・売却されるとき、資産残高は除・売却日に終了し、売上の
損失や利益または償却が計算されます。また、除・売却日後、資産関連の費用は、除・
売却した資産に対して計算されません。

• 資産の譲渡 - 資産の最適使用を確実にするため、施設マネージャおよびコスト・センタ
ー・マネージャが固定資産リソースを部署間で譲渡できます。譲渡をプランするとき、
ユーザーがソースおよび宛先エンティティに対してアクセス権限を持つことを確認し
てください。

3. 既存無形資産に変更を加えた後、「アクション」メニューから「無形資産の計算」および
「ロール・アップ」を選択します。これによって、「エンティティ合計」、「合計固定資産」
および有効になっているすべてのカスタム・ディメンションのデータが集約されます。

ダッシュボードを使用した資本財務の分析
事前定義済のダッシュボードを使用すると、資本支出を含む全体的な資本資産財務や、キャッ
シュ・フローおよび貸借対照表の影響を把握できます。ダッシュボード・チャートのメンバー
にドリルインすると、必要な詳細のレベルを参照できます。
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1. 「投資」 、「既存資産」 または「無形資産」 をクリックします。

2. 「概要」 をクリックします。
3. 「投資」および「既存資産」の場合、表示するダッシュボードのタイプに対応する水平タブ
をクリックします。

4. たとえば、別のプロジェクトやエンティティを選択する場合は、「視点」バーを使用して、
フォームに表示する様々なディメンション・メンバーを選択します。

資本の資産財務の分析
資本の「分析」 コンポーネントは、資本資産が全体的な財務実績に与える影響を把握
できる事前定義済の分析ダッシュボードを提供します。
表 7-4 資本の資産財務の分析

タスク 説明

資本費用のサマリー

ダッシュボード形式で資本の費用の概要を表示し
ます。費用サマリーと資産サマリーをグリッド形
式で表示します。

 財務諸表

貸借対照表、キャッシュ・フローの影響、および資
本資産の利益と損失の影響を確認します。

 資産の使用状況

資本をプロジェクトに関連付けている場合は、資産
の使用状況サマリーとプロジェクト全体の資産の
使用状況を確認します。
資本で資産の使用状況を確認するには、プロジェク
トに設備コストを追加し、「プロジェクトの計算」
ルールを実行して、「資本のロール・アップ」ルー
ルを実行します。

資本の財務を分析するには、「分析」 をクリックし、確認する分析のタイプを選択しま
す。
ダッシュボード・チャートのメンバーにドリルインすると、必要な詳細のレベルを参照できま
す。「視点」から様々なメンバーを選択することにより、確認するメンバーを変更します。
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